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「ごみは、すべて資源」１８品目への挑戦!!

　新しいごみ分別が始まり、１カ月がたちました。

　地域の衛生委員さんはじめ市民の皆さんには、説明会への出席やご

みステーションへの看板設置などご協力をいただきました。

　１８分別は、慣れるまではわずらわしさが付きまとうかもしれませ

ん。しかし、一人ひとりがルールを守り正しく分別すれば、ごみの減

量や再資源化（リサイクル）につながっていきます。

　みんなのまちを、みんなの手で変えていきましょう。

新分別収集Q&A新分別収集Q&A新分別収集Q&A

５

分
別
品
の
質
を
高
め
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

正
し
く
分
別
し
再
資
源
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

　 　
一
人
ひ
と
り
の
ご
み
分
別
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
る
に

つ
れ
、
分
別
品
の
質
も
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
一
度
、

「
ご
み
の
分
別
の
手
引
き
」
や
「
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
正
し
く
分
別
で
き
て
い
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
会
な
ど
で
多
く
出
さ
れ
た
質

問
や
新
し
い
ご
み
分
別
が
始
ま
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

生
ご
み
を
レ
ジ
袋
や
水
切
り
ネ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま
市
の

　
指
定
袋
に
入
れ
て
い
い
で
す
か
？

　

か
ま
い
ま
せ
ん
。水
切
り
を
十
分
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

剪
定
木
は
ど
の
よ
う
に
出
す
の
で
し
ょ
う
か
？

 
庭
木
な
ど
を
自
分
で
剪
定
し
た
太
さ
が
5
　
未
満
の
枝
な
ど

 
は
、
長
さ
を
５０
　
未
満
に
切
る
な
ど
し
て
市
の
指
定
袋
に
入

 
れ
れ
ば
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
指
定
袋
に
入
ら
な
い
場
合
や
太
い
枝
（
５
　
以
上
）
は
、
粗
 

 
大
ご
み
と
な
り
ま
す
。

 

缶
詰
の
フ
タ
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

 

缶
類
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

缶
類
は
つ
ぶ
し
て
出
す
の
で
す
か
？

 

つ
ぶ
さ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

 

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト

　
ボ
ン
ベ
も
缶
類
で
出
せ
ま

　
す
か
？

 

出
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
中

　
身
を
使
い
切
っ
て
必
ず
穴

　
を
開
け
て
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　

汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
や
切
っ
た
も
の
は
ど
う
し
た
ら
い

　
い
で
す
か
？

　

目
で
確
認
で
き
る
汚
れ
が

　
あ
る
も
の
や
、
工
作
な
ど

　
に
使
用
し
た
も
の
（
切
る
、

　
貼
り
付
け
る
、
絵
な
ど
を

　
描
く
）
は
燃
や
せ
な
い
ご

　
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
し

　
て
出
す
の
で
す
か
？

　

つ
ぶ
さ
な
く
て
も
か
ま
い

　
ま
せ
ん
。

　

化
粧
品
の
び
ん
は
出
せ
ま

　
す
か
？

　

化
粧
品
の
び
ん
は
、
燃
や

　
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　

ラ
ベ
ル
は
、
は
が
し
て
出

　
す
の
で
す
か
？

　

手
で
簡
単
に
取
り
除
け
る

　
場
合
は
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　
取
り
除
く
こ
と
が
困
難
な

　
場
合
は
そ
の
ま
ま
で
か
ま

　
い
ま
せ
ん
。

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
中
に
「
金
属
ご
み
」
や
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
を
入
れ
た
ま
ま
出
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
正
し
く
分
別
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
再
資
源
化
（
リ
サ
イ

ク
ル
）
で
き
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
（
可
燃
ご
み
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

缶
　
類

自治会説明会では、９月末現在

４１５自治会約１１,２００人の市民

の皆さんに出席いただきました

▲スプレー缶は穴が開けら

　れています

▲キャップとラベルがすべて取り除かれ、

　中の汚れもありません

▲

▲キャップはすべて取り除かれ、中の汚れも

　ありません

び
ん
類

Ｑ.Ｑ.A.

Ｑ.

Ｑ. A.A.Ｑ.A.Ｑ.A.

A.Ｑ.A.Ｑ.A.

Ｑ.A.
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「
ご
み
は
、す
べ
て
資
源
」
の
挑
戦
は
続
き
ま
す

　

靴
は
ど
の
よ
う
に
出
す
の
で
す
か
？

　

基
本
的
に
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
ど
う
出
せ
ば
い
い

　
で
す
か
？

　

そ
の
ま
ま
だ
と
テ
ー
プ
が
破
砕
機
に
絡
ま
り
故
障
の
原
因

　
に
な
り
ま
す
。
分
解
し
て
テ
ー
プ
部
分
は
燃
や
せ
る
ご
み
、

　
本
体
部
分
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
も
の
が
対
象
で
す
か
？

　
　
　
マ
ー
ク
が
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

　
汚
れ
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

　
汚
れ
が
付
着
し
て
い
る
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
な

　
た
め
汚
れ
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
落
ち
に
く

　
い
場
合
は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
い
る
値
札
な
ど
は
取
り
除
く
の
で
す
か
？

　
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
出
す
と
き
は
、
ど
ん
な
袋

　
を
使
え
ば
い
い
で
す
か
？

　
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
中
身
が
わ
か
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
レ
ジ
袋
で
も
か
ま
い
ま

　
せ
ん
。

　
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
？

　
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
マ
ー
ク
が
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

　
対
象
外

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
・
郵
便
物
・

　
は
が
き
・
レ
シ
ー
ト
・
メ
モ
紙
・
紙
く
ず
な
ど
の
紙
ご
み

　
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
聞
（
チ
ラ
シ
）
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
は

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
ま
た
は
各
町
持
込
場
所

　
【
今
年
度
は
１２
月
２８
日（
日
）午
前
７
時
〜
９
時
】
に
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
紙
ひ
も
で
縛
る
か
、
紙
袋
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
分
別
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

わ
せ
て
整
備
さ
れ
た
「
持
込

場
所
」
で
は
、「
有
害
ご
み
」「
天

ぷ
ら
油
（
廃
食
用
油
）
」「
金

属
ご
み
」
の
受
け
入
れ
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

【
持
込
場
所
の
位
置
図
や
受

入
日
時
な
ど
は
「
広
報
み
と

よ
10
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
つ
ぶ
し
て
出
す
の
で
す
か
？

　

つ
ぶ
さ
な
く
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
中
身
を
使
い
切
っ
て
か

　
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ボ
タ
ン
電
池
は
出
せ
ま
す
か
？

　

出
せ
ま
す
。
た
だ
し
充
電
池
は
電
気
店
な
ど
販
売
店
の
回

　
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

油
の
中
の
天
か
す
は
取
り

　
除
く
の
で
す
か
？

　

多
少
、
残
っ
て
い
て
も
か

　
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
古

　
い
も
の
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

天
ぷ
ら
油
を
持
っ
て
い
く

　
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
し

　
た
ら
い
い
で
す
か
？

　

家
庭
内
で
使
用
し
て
い
る

　
容
器
に
入
れ
て
持
っ
て
き

　
て
く
だ
さ
い
。
持
込
場
所

　
で
は
備
え
付
け
の
ポ
リ
タ
ン
ク
に
移
し
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　

「
な
べ
」
や
「
や
か
ん
」
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
で
出
せ
ま

　
す
か
？

　

金
属
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

傘
の
出
し
方
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

布
や
ビ
ニ
ー
ル
の
部
分
を
取
り
除
い
て
、
骨
だ
け
に
し
て

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
手
や
傘
の
先
の
部
分
は
取
り
除

　
く
こ
と
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
取
り
除
か
な
く
て
も
か
ま
い

　
ま
せ
ん
。

　

草
刈
機
の
替
え
刃
や
包
丁
の
出
し
方
は
？

　

金
属
ご
み
で
出
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
活
動
で
使
っ
て

　
い
る
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　

新
聞
と
チ
ラ
シ
（
広
告
）
は
別
々
に
す
る
の
で
す
か
？

　

一
緒
に
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

持
込
場
所
に
持
っ
て
行
く
新
聞
や
段
ボ
ー
ル
は
ビ
ニ
ー
ル

　
テ
ー
プ
で
し
ば
っ
て
も
い
い
で
す
か
？

　

紙
ひ
も
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

布
類
を
出
す
袋
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

　

特
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
は
実
施
団
体
が
決
め

　
た
出
し
方
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
の
分
別
に
よ
り
再
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
促
進

し
、
ご
み
の
排
出
量
や
最
終
処
分
量
を
減
ら
し
、
資
源
循
環

型
社
会
（
資
源
を
積
極
的
に
有
効
利
用
し
て
い
く
社
会
）
の

形
成
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

燃
や
せ
な
い
ご
み
（
不
燃
ご
み
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

有
害
ご
み

金
属
ご
み

紙
類
・
布
類

紙
製
容
器
包
装

天
ぷ
ら
油
（
廃
食
用
油
）

▲専用のポリタンクとじょうごを備えてい

　ますので、移し替えてください

▲表示している品目ごとに備え付け

　のキャリーに自分で入れてください

次
回
は
、「
収
集
現
場
の
状
況
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

持
込
場
所
も
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

Ｑ.A.Ｑ.A.Ｑ.A.Ｑ.Ｑ. A.A.

Ｑ.A.

Ｑ.A.Ｑ.A.Ｑ.A.Ｑ.A.Ｑ.A. Ｑ.A.

Ｑ.A.Ｑ.A.Ｑ.A.

Ｑ.A. Ｑ.A.

．
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９
月
２４
日
、
大
分

県
で
９
月
２７
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
第
６３
回

国
民
体
育
大
会
の
砲

丸
投
げ
（
少
年
女
子

Ｂ
）
に
出
場
す
る
三

豊
中
学
校
の
山
本
舞

さ
ん（
３
年
）が
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　
９
月
１７
日
、
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
市

長
が
訪
問
し
、ご
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
た
詫
間
町
詫
間
の

横
山
彦
三
郎
さ
ん

（
１
０
０
歳
）宅
を
訪

問
し
ま
し
た
。
横
山

さ
ん
の
健
康
の
秘
け

つ
は
、「
好
き
嫌
い

な
く
何
で
も
食
べ

る
。
特
に
お
肉
が
大

好
物
」
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
ご
長
寿
く
だ
さ
い
。

　
９
月
２６
日
、
た

か
せ
天
然
温
泉
で

入
館
２
０
０
万
人

目
と
な
る
、
高
畑

し
げ
子
さ
ん
（
善

通
寺
市
）
へ
、
市

長
よ
り
花
束
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
１１
年
１２
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
２，
９
８
０

営
業
日
で
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
１０
月
１
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
仁
尾
線
に

今
ま
で
の
約
２
倍
の
人
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き

る
新
し
い
バ
ス
が

運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
車
体
に
は
、

お
な
じ
み
の
フ
ル

ー
ツ
王
国
み
と
よ

推
進
室
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
高
瀬
高

校
美
術
部
の
福
岡

佑
太
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
し
た
み
か
ん

な
ど
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で
祭
用
具
を

整
備
し
ま
し
た
。

た
か
せ
天
然
温
泉
２
０
０
万
人
達
成

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
新
し
い
仲
間
が
登
場

ご
長
寿
の
横
山
さ
ん
宅
を
市
長
が
訪
問

国
民
体
育
大
会
へ

松
崎
西
自
治
会

（
獅
子
頭
、
太
鼓
、
大
白
熊
な
ど
）

南
草
木
地
区

（
獅
子
油
単
、
太
鼓
張
替
）

本
村
地
区

（
獅
子
油
単
、
太
鼓
、
法
被
）

原
下
自
治
会

（
獅
子
頭
・
油
単
、
法
被
）

砂
古
自
治
会

（
獅
子
頭
・
油
単
、
太
鼓
な
ど
）

水
出
自
治
会

（
長
胴
太
鼓
、
平
太
鼓
な
ど
）

山
越
自
治
会

（
獅
子
頭
・
油
単
、
太
鼓
、
法
被
）

松
崎
西
自
治
会

（
獅
子
頭
、
太
鼓
、
大
白
熊
な
ど
）

南
草
木
地
区

（
獅
子
油
単
、
太
鼓
張
替
）

本
村
地
区

（
獅
子
油
単
、
太
鼓
、
法
被
）

原
下
自
治
会

（
獅
子
頭
・
油
単
、
法
被
）

砂
古
自
治
会

（
獅
子
頭
・
油
単
、
太
鼓
な
ど
）

水
出
自
治
会

（
長
胴
太
鼓
、
平
太
鼓
な
ど
）

山
越
自
治
会

（
獅
子
頭
・
油
単
、
太
鼓
、
法
被
）

　
１０
月
１
日
付
け
で
次
の
人
が
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
篠
原
　
昌
宏
（
高
瀬
町
）
【
再
任
】

　
前
川
 
美
穗
（
高
瀬
町
）
【
再
任
】

　
吉
田
　
一
正
（
仁
尾
町
）
【
新
任
】



ふるさと納税 ～ふるさと三豊への想いを届けてください～

ふるさと三豊応援寄附メニュー

ふるさとの教育、
子育て支援等に関する事業1 2 3

4

1
2

5 6

豊かな自然の中で子どもたちがス

クスク成長できるよう、教育や子

育て支援を充実させます。

ふるさとの自然環境保全に
関する事業

香川県指定天然記念物である志々

島の大楠。島民だけでなく市民が

参加して草刈りをしています。ふ

るさとの自然保護に努めます。

ふるさとの父母のための
福祉に関する事業

遊びとリハビリを融合させた遊ビ

リテーション。年齢を重ねても健

康を保つため、楽しみながら健康

維持に努めます。

ふるさとのスポーツ・
文化振興に関する事業

市民が主体となったスポーツ・文

化振興を図るため、さまざまなス

ポーツ大会や文化行事が行われま

す。

ふるさとのにぎわい創出に
関する事業

勇壮な仁尾の竜まつりをはじめと

した各地の特性を活かしたイベン

トは、ふるさとを元気にし、活気

づけます。

〈払い込み方法〉　寄附金は、申し込み時に選択した次のいずれかの方法で払い込みをしてください。

　寄附申込書を受付後、郵便振替用紙を送付しますので、近くのゆうちょ銀行で払い込み、領収書を受け取ってく
ださい。（払い込み手数料は市が負担します）

ふるさと応援事業
（その他市長が必要と認める事業）

合併以来、すでに２回の甲子園出

場を果たした香川西高校。地域に

元気を与えてくれます。

寄附金は、１件５千円から受け付けします。

３万円以上の寄附金をいただいた三豊市外在住の人へは、感謝の気持ちとして
ふるさと三豊のフルーツを贈ります。

まずは、お申し込みください

郵便振替を利用した払い込み（主に県外に住んでいる人）

3 　寄附申込書を同封の上、現金書留で郵送してください。受領後、領収書を送付します。なお、現金書留に要す
る利用料金は、恐れ入りますが、寄附者の負担となります。

現金書留で払い込み

　寄附申込書を受付後、市指定の納付書を送付しますので、金融機関で払い込み、領収書を受け取ってください。
（払い込み手数料は市が負担します）

市指定の納付書で金融機関からの払い込み（主に県内に住んでいる人）

広報2008年11月5

　平成２０年度地方税法の一部を改正する法律の施行により、「ふるさと納税制度」がスタートしました。

　「ふるさと納税制度」とは、「ふるさと」を応援したい、「ふるさと」へ貢献したいという気持ちを持つ納税者が、

三豊市などの地方公共団体に寄附をした場合、今住んでいる地方公共団体の個人住民税から、その１割程度を上限

として、寄附金額を税額控除する寄附金制度のことです。

　皆さんからいただいた寄附金は、「ふるさと三豊応援基金」に積み立て、翌年度に次の６つの事業に活用させてい

ただきます。寄附される際に、寄附金の使途を指定してください。

申し込み・問い合わせ　地域振興室　☎７３－３０１３▼
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市 議 会 だ よ り市 議 会 だ よ り

市
議
会
だ
よ
り

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会

定
例
会

三
豊
市
・
観
音
寺
市

学
校
組
合
議
会

22 議
　
会
　
日
　
誌

月
9

日

24
日

30
日

建
設
経
済
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
広
報
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

全
員
協
議
会

決
算
特
別
委
員
会

1
月
10

日

8
日

10
日

14
日

15
日

20
日

三豊市議会・議会広報委員会

〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

平
成
二
十
年
　
第
三
回
　
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
２０
年
第
３
回
三
豊
市
議
会
定

例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
２４
日
ま
で

の
17
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
三
豊
市

新
総
合
計
画
基
本
構
想
策
定
な
ど
、

条
例
等
１３
件
を
可
決
・
承
認
。
そ
の

他
、
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
、
補
正
予
算
7
件
、
議
員
提

出
規
則
の
改
正
１
件
、
意
見
書
１
件

を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１

件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
長
・
監
査
委
員
を
除
く

２８
名
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
委
員
長
に
眞
鍋
時
敏
議
員
、

副
委
員
長
に
鴨
田　

偕
議
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算

８
億
５，
８
９
３
万
３
千
円
を
増
額

補
正
し
、
総
額
２
６
４
億
７，
７
８
４

万
６
千
円
の
予
算
案
な
ど
、
議
案
の

提
案
理
由
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１０
日
・
１１
日
・
１２

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
議
員
１８
名

が
行
い
ま
し
た
。

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査
は
、

付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
、
１７

日
に
建
設
経
済
・
教
育
民
生
常
任
委

員
会
、
１８
日
に
総
務
常
任
委
員
会
の

所
管
事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２４
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
審
議
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
全
議
案
原

案
承
認
の
報
告
が
あ
り
、
２０
議
案
を

委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
・
承
認
し

ま
し
た
。
意
見
書
等
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

意
見
書

　
森
林
・
林
業
施
設
の
更
な
る
推
進

に
向
け
て
「
国
に
よ
る
公
的
森
林
整

備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全

化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま

し
た
。

請　

願

　
山
本
保
育
所
保
護
者
会
会
長
　
大

西
隆
文
氏
他
２
０
５
名
よ
り
出
さ
れ

て
い
た
「
山
本
保
育
所
駐
車
場
の
混

雑
改
善
に
つ
い
て
の
請
願
」
は
採
択
。

な
お
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
し

て
、「
趣
旨
は
十
分
理
解
出
来
る
が
、

市
内
他
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
状
況

を
調
査
の
上
、
事
業
実
施
に
つ
い
て

は
十
分
配
慮
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲第3回定例会
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議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案可決（全会一致）

継 　続　 審　 査

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

採　　択（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可（全会一致）

決 　 　 算

教 育 民 生

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

総 　 　 務

建 設 経 済

建 設 経 済

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

議案第７８号

議案第９２号

議案第９３号

議案第９４号

議案第９５号

議案第９６号

議案第９７号

議案第９８号

議案第９９号

議案第１００号

議案第１０１号

議案第１０２号

議案第１０３号

議案第１０４号

議案第１０５号

議案第１０６号

議案第１０７号

議案第１０８号

議案第１０９号

議案第１１０号

議案第１１１号

議案第１１２号

議案第１１３号

請 願 第２号

議員提出議案第１号

意見書案第３号

平成２０年第３回三豊市議会定例会　審議結果

ふるさと三豊応援寄附条例の制定について

三豊市情報公開条例の一部改正について

三豊市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

三豊市税条例の一部改正について

三豊市立学校体育施設利用条例の一部改正について

三豊市新総合計画基本構想の策定について

字の区域変更（白谷地区）について

財田川防災組合の解散について

財田川防災組合の解散に伴う財産処分について

平成２０年度三豊市一般会計補正予算（第２号）

平成２０年度三豊市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成２０年度三豊市国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度三豊市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度三豊市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度三豊市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度三豊市集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度三豊市水道事業会計補正予算（第１号）

平成２０年度三豊市病院事業会計補正予算（第１号）

山本保育所駐車場の混雑改善についての請願について

三豊市議会会議規則の一部改正について

※議決年月日　議案第７８号・１１１号・１１２号（平成２０年９月８日）　その他の議案（平成２０年９月２４日）

議案第７９号～議案第９１号の平成１９年度決算認定１３議案に関しては、決算特別委員会に付託し継続審議となる

総務・建設経済
教育民生（関係部分）

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について

平成１９年度三豊市一般会計、各特別会計及び事業会計決算
認定について

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について

三豊市長期継続契約を締結することができる契約を定める条
例の制定について

三豊市税外収入金の督促手数料及び延滞金に関する条例の制
定について

専決処分の承認を求めることについて
（三豊市税条例の一部を改正する条例）

国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求め
る意見書について

議案第７９号～
議案第９１号
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市
議
会
だ
よ
り

十
鳥
　
彰
議
員

川
　
秀
男
議
員

大
平
敏
弘
議
員

他
県
で
職
務
強
要
事
案
が
発
生

し
て
い
る
、
三
豊
市
の
実
態
は

横
山
　
強
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に

つ
い
て

学
童
保
育
の
旧
町
格
差
是
正
に

向
け
て
今
後
の
考
え
方
は

市政に対する一般質問
　９月定例会の一般質問は、９月１０日・１１日・１２日の３日間行わ

れ、市政全般にわたる諸問題について１８人の議員が質問しました。

市政に対する一般質問

　
　
　
現
行
１２
路
線
バ
ス
運
行
の

内
、
２１
年
度
か
ら
ど
の
よ
う
に
路

線
変
更
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
市
が
一
種
の
定
着
し
た
形

で
持
っ
て
い
な
い
こ
と
も
現
状
で

あ
る
中
で
、
路
線
の
設
定
と
し
て

も
ま
だ
変
更
が
あ
り
得
る
。

　
　
　
乗
車
率
の
低
い
路
線
は
、

今
後
の
施
策
で
、
継
続
・
見
直
し

を
図
ら
れ
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
利
用
者
の
少
な
い
路
線
は
、

変
更
や
廃
止
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
路
線
の
運
行
経
費
に
対
す

る
運
行
収
入
の
割
合
が
１２
％
を
下

れ
ば
廃
止
も
含
め
見
直
し
を
行
う
。

ま
た
、
乗
り
継
ぎ
場
所
が
変
わ
る

可
能
性
も
あ
る
。
バ
ス
を
始
め
た

ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
必
要
が
な
け

れ
ば
や
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
利
用
率
の
高
い
停
留
所
か

ら
、
バ
ス
待
合
所
施
設
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
施
設
を
つ
く
る
に
は
平
等

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
設
置
に
つ
い

て
は
基
準
と
費
用
対
効
果
、
そ
し

て
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
を
持
っ

た
後
で
行
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
三
豊
市
で
、
職
務
強
要
事

案
が
発
生
し
た
事
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
全
国
的
に
反
社
会
的
団
体

が
不
正
な
利
益
を
得
る
た
め
に
、

行
政
機
関
や
職
員
に
対
し
て
強
要

が
発
生
し
て
い
る
の
は
ご
指
摘
の

と
お
り
で
す
。
三
豊
市
は
今
ま
で

に
は
発
生
し
た
と
の
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
水
面
下
に
お

き
ま
し
て
は
、
そ
れ
に
近
い
事
案

は
起
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
公
正
な
行
政
執
行
す
る
た

め
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
不
当
な

要
求
を
排
除
し
、
組
織
内
部
で
の

自
浄
作
用
の
強
化
が
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
行
政
の
基
本
で
す
。
　

　
本
市
で
は
、
合
併
と
同
時
に
不

当
要
求
行
為
等
防
止
対
策
要
綱
及

び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

あ
ら
ゆ
る
不
当
要
求
や
暴
力
的
不

当
行
為
に
対
し
、
統
一
的
な
対
処

方
針
を
定
め
る
等
、
組
織
的
に
適

切
な
対
応
を
行
い
、
市
民
及
び
職

員
の
安
全
と
事
業
の
円
滑
か
つ
適

正
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
主

た
る
業
務
に
つ
い
て
伺
い
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
が
連
携
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

　
　
　
今
日
、
超
少
子
高
齢
化
社

会
の
到
来
が
言
わ
れ
て
お
り
、
高

齢
化
は
、
私
た
ち
が
望
み
、
目
指

し
て
き
た
こ
と
の
実
現
で
あ
り
ま

す
。
人
生
八
十
年
の
時
代
、
平
均

寿
命
以
下
を
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
と

お
呼
び
し
、
時
代
の
変
革
の
旗
手

と
し
て
、
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に

よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

時
代
の
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

現
在
担
当
課
で
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
元
気
で
・
明
る
く
・
楽
し
く
・

社
会
に
役
立
ち
、
長
生
き
出
来
る

高
齢
化
社
会
を
目
指
し
て
、
改
革
・

改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
２
年
程
前
、
市
の
方
針
は

公
設
民
営
（
豊
中
方
式
）
を
打
ち

出
し
た
が
、
公
設
公
営
・
人
権
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
・
準
公
設
民

営
・
公
設
民
営
の
４
種
類
の
シ
ス

テ
ム
の
現
状
の
ま
ま
。
格
差
是
正

の
考
え
は
。

　
　
　
来
年
度
統
一
化
へ

　
格
差
是
正
に
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
、
指
導
員
の
配
置
・

保
育
料
・
開
設
日
数
・
運
営
時
間

な
ど
、
来
年
度
統
一
化
に
向
け
進

め
た
い
。

　
　
　
火
葬
場
建
設
構
想
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
市
内
に
あ
る
火
葬
場
は
、

昭
和
５２
年
豊
中
火
葬
場
・
山
本
財

田
斎
場
の
２
施
設
、
昭
和
５７
年
七

宝
斎
苑
、
平
成
１２
年
高
瀬
火
葬
場

が
建
設
さ
れ
、
古
い
施
設
は
３０
年

以
上
が
経
過
。

　
新
た
な
火
葬
場
は
、
整
備
の
基

本
方
針
・
施
設
の
規
模
・
能
力
・

建
設
場
所
の
選
定
な
ど
検
討
に
入

り
た
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

火
葬
場
構
想
に
つ
い
て
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市
議
会
だ
よ
り

小
林
照
武
議
員

雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
金

交
付
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

山
本
　
明
議
員

過
疎
地
域
等
に
お
け
る
集
落
支

援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

藤
田
公
正
議
員

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

金
丸
　
勉
議
員

豊
中
に
集
中
す
る
大
型
店
舗
開
業
の

周
辺
対
策
に
つ
い
て
市
の
対
応

藤
田
芳
広
議
員

職
員
の
昇
任
・
管
理
職
へ
の
登
用
等

の
基
準
に
つ
い
て

　
　
　
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
集

落
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
総
務
省
が
平
成
２０
年
８
月

１
日
付
で
「
過
疎
地
域
等
に
お
け

る
集
落
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
知
を
出
し
、
過
疎
地
域

等
の
集
落
対
策
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の

目
的
は
集
落
の
住
民
が
集
落
の
問

題
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
形
成
し
、
集
落
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
地
域
内
分
権
の
シ
ス

テ
ム
作
り
と
併
せ
て
、
受
け
皿
と

な
る
地
域
の
点
検
等
を
十
分
や
り

た
い
。
本
市
の
中
で
島
し
ょ
部
・

半
島
部
・
山
間
地
域
で
、
い
わ
ゆ

る
限
界
集
落
と
い
う
よ
う
な
状
況

に
至
っ
て
い
る
集
落
が
あ
る
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、
集
落
点
検
の
点

検
表
と
い
う
の
も
、
過
疎
問
題
懇

談
会
の
ほ
う
か
ら
提
言
さ
れ
て
お

り
、
自
治
会
長
さ
ん
等
を
通
じ
て

モ
デ
ル
的
に
事
業
を
や
っ
て
み
る

こ
と
は
、
早
い
段
階
で
取
り
組
め

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
の
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

特
に
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
昨
年

１２
月
議
会
で
指
摘
し
た
が
そ
の
準

備
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
　
本
年
度
は
、
ニ
ー
ズ
調
査

や
現
行
計
画
の
点
検
・
評
価
に
向

け
た
準
備
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、

役
所
内
各
分
野
に
ま
た
が
る
こ
と

か
ら
体
制
を
整
備
し
関
係
部
局
が

連
携
し
横
断
的
に
取
り
組
む
考
え
。

　
　
　
２０
〜
３０
年
後
の
こ
と
で
人

口
の
減
少
が
経
済
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
か
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
我
々
の
生
活
、
特
に

年
金
問
題
、
医
療
問
題
、
産
業
基

盤
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
ほ
か
、

生
活
関
連
の
社
会
資
本
の
維
持
や

継
続
が
出
来
な
く
な
る
。
社
協
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
少
子
化
問

題
を
理
解
し
、
危
機
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　
国
家
的
な
制
度
の
在
り
方

も
あ
る
が
、
地
域
に
お
い
て
は
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
魅
力

感
を
み
つ
け
、
関
係
部
局
で
議
論

を
深
め
て
計
画
に
反
映
し
た
い
。

　
　
　
四
国
で
一
番
水
道
水
使
用

量
の
少
な
い
の
は
愛
媛
県
、
と
り

わ
け
松
山
市
で
あ
り
、
古
く
か
ら

節
水
機
器
へ
対
す
る
補
助
金
制
度

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
利
用

率
に
つ
い
て
も
市
民
の
４
割
以
上

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
水
資
源
の

乏
し
い
三
豊
市
で
も
、
先
進
地
に

見
習
っ
て
雨
水
の
再
利
用
を
含
め

た
水
の
有
効
利
用
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
り
、
標
記
制
度
を
設
け

る
べ
き
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

　
　
　
四
国
で
は
、
高
松
市
の
雨

水
タ
ン
ク
設
置
補
助
事
業
、
不
要

と
な
っ
た
浄
化
槽
の
雨
水
貯
留
槽

へ
の
転
用
助
成
と
か
、
松
山
市
の

雨
水
貯
留
施
設
購
入
促
進
事
業
、

節
水
型
機
器
の
購
入
促
進
事
業
な

ど
へ
の
補
助
金
交
付
制
度
が
あ
る
。

雨
水
利
用
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
三
豊
市
に
と
っ
て
も
大
変
有

効
な
制
度
と
考
え
る
の
で
、
今
後

へ
向
け
て
も
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
他
、
小
学
校
で
急
増
し
始
め
た

暴
力
行
為
と
、
掲
示
板
類
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
含
め
５
店
舗

が
開
店
す
る
周
辺
の
混
雑
・
交
通
・

環
境
・
騒
音
・
防
犯
等
の
対
策
と
、

三
豊
市
の
商
店
支
援
策
は
ど
の
様

に
対
応
す
る
の
か
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
商
工
会
と
連
携
を
図
り
２１

年
度
よ
り
商
品
券
発
行
を
実
施
し
、

購
買
の
地
元
定
着
を
実
現
す
る
。

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
地
域
貢
献
協
議

会
を
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
協

議
会
を
開
催
す
る
。

　
　
　
豊
中
庁
舎
跡
地
整
備
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
、
予
算
・
手
法

を
伺
う
。

　
　
　
委
員
会
構
成
は
、
各
公
民

館
長
・
愛
育
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人

会
の
１０
名
で
検
討
す
る
。

　
委
員
会
で
は
、
何
を
建
設
す
る

の
で
な
く
、
何
を
す
る
か
、
ソ
フ

ト
事
業
等
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え

て
、
整
備
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
、

議
会
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
豊
中
町
の
水
道
料
金
値
上

げ
（
料
金
統
一
）
は
、
い
つ
頃
実

施
す
る
の
か
。

　
　
　
２１
年
度
実
施
を
目
標
に
。

　
　
　
職
員
の
昇
任
登
用
は
、
行

政
需
要
の
多
様
化
に
併
せ
資
質
向

上
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

年
功
序
列
的
な
昇
格
制
度
で
は
な

く
、
昨
年
導
入
の
人
事
考
課
制
度

は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

女
性
管
理
職
の
登
用
は
ど
の
様
に

考
え
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
基
準
と
い
う
も
の

は
な
い
が
、
人
事
考
課
の
結
果
を

最
も
有
効
な
資
料
と
し
活
用
し
て

い
る
。
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用

は
、
男
性
と
同
じ
く
や
る
気
の
あ

る
者
を
発
掘
し
て
い
く
方
針
。

　
　
　
文
化
財
の
保
護
対
策
に
つ

い
て
は
、
個
人
所
有
で
は
物
件
の

維
持
管
理
が
困
難
で
あ
る
が
、
助

成
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
三

豊
市
に
２３
本
あ
る
保
存
木
も
、
そ

の
管
理
に
支
障
を
き
た
す
も
の
も

あ
り
、
実
態
の
把
握
は
出
来
て
い

る
の
か
。

　
　
　
各
々
所
有
者
が
原
則
維
持

管
理
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
ま
ず
現
時
点
の
調
査
を
行
っ

て
か
ら
順
次
計
画
的
に
対
応
を
検

討
し
、
そ
の
保
護
に
努
め
て
い
く
。

質
問
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弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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問

質
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弁
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弁
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市
議
会
だ
よ
り

詫
間
政
司
議
員

地
域
内
分
権
、
経
済
財
政
基
盤

確
立
の
戦
略
的
政
策
に
つ
い
て

多
田
　
治
議
員

詫
間
港
の
現
況
と
更
な
る
活
用

に
つ
い
て

近
藤
賢
司
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
と
企
業

の
連
携
に
つ
い
て

岩
田
秀
樹
議
員

税
金
の
徴
収
は
納
税
者
の
立
場

に
立
ち
制
度
の
市
民
周
知
を

近
藤
久
志
議
員

三
豊
市
道
路
計
画
策
定
に
つ
い
て

　
　
　
総
合
計
画
で
は
、
地
域
内

分
権
が
明
記
さ
れ
、
市
民
・
市
民

組
織
・
民
間
企
業
・
行
政
が
こ
れ

ま
で
の
役
割
を
見
直
し
、
地
域
内

分
権
に
よ
っ
て
新
し
い
役
割
の
共

通
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
確
立
ま
で
の

具
体
的
手
法
を
問
う
。

　
　
　
役
割
分
担
の
基
本
的
な
考

え
方
、
市
民
提
案
の
酌
み
上
げ
方
、

権
限
と
責
任
の
関
係
、
財
源
負
担

の
問
題
に
つ
い
て
、『
三
豊
市
地
域

内
分
権
シ
ス
テ
ム
』
と
し
て
、
平

成
２１
年
度
に
取
り
ま
と
め
る
。

　
　
　
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
最
重
要
点
と
し
て
、
経
済

財
政
基
盤
確
立
を
上
げ
て
い
る
。

企
業
誘
致
と
合
わ
せ
地
元
中
小
企

業
の
創
業
・
育
成
が
重
要
だ
。
中

小
企
業
基
本
法
に
も
地
方
公
共
団

体
の
責
務
を
定
め
て
い
る
。
経
済

財
政
基
盤
確
立
の
手
法
を
問
う
。

　
　
　
若
者
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
整
備
と
関
連
施
策
を
進
め
る
。

総
合
的
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
総

合
的
経
済
施
策
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
三
豊
市
の
大
き
な
財
産
で

あ
る
詫
間
港
の
港
湾
施
設
の
利
用

状
況
と
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

利
用
者
確
保
を
ど
う
行
っ
て
い
る

の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
近
年
鉄
鋼
部
門
等
に
つ
い

て
変
化
は
無
い
が
、
木
材
部
門
に

つ
い
て
は
ピ
ー
ク
時
（
平
成
４
年
）

の
原
木
輸
入
量
５１
万
６
千
ト
ン
に

対
し
、
平
成
２０
年
は
最
終
約
５
万

ト
ン
に
な
る
見
込
み
。
水
面
貯
木

場
の
利
用
率
は
平
成
１４
年
よ
り
２１

％
強
に
な
っ
て
い
る
。
施
設
の
利

用
者
確
保
は
、
港
湾
荷
受
業
者
・

コ
ン
テ
ナ
推
進
協
議
会
等
、
連
絡

を
と
り
な
が
ら
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
現
行
施
設
で
の
利
用
者
確

保
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
等
で
施
設
そ
の
も
の
の
見
直
し

が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
　
厳
し
い
経
済
情
勢
の
一
方
、

国
際
化
を
は
じ
め
時
代
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
今
後
の
詫
間
港

の
一
層
の
活
性
化
の
た
め
、
関
係

企
業
・
香
川
県
・
有
識
者
・
関
係

機
関
及
び
議
会
、
そ
し
て
三
豊
市

等
で
協
議
会
を
設
置
す
る
。
　

　
　
　
時
刻
表
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
通
勤
通
学
時
間
帯
の
増
便
と

最
終
便
の
時
間
見
直
し
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
通
勤
通
学
時
間
帯
の
増
便

は
、
利
用
の
多
い
仁
尾
線
は
、
市

民
の
篤
志
家
か
ら
寄
付
で
バ
ス
を

大
型
化
す
る
こ
と
で
既
に
対
応
し

た
。
最
終
便
の
時
間
は
、
総
合
的

な
判
断
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
近
隣
の
市
・
町
・
三
豊
総

合
病
院
へ
の
直
接
の
ア
ク
セ
ス
は

検
討
さ
れ
な
い
か
。

　
　
　
観
音
寺
市
・
ま
ん
の
う
町
・

善
通
寺
市
と
検
討
し
、
問
題
点
や

相
手
方
の
都
合
も
あ
り
、
十
分
な

も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
工
業
団
地
へ
の
乗
り
入
れ

は
、
検
討
出
来
な
い
か
。

　
　
　
新
た
な
声
と
し
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
（
仮
称
）
三
豊
市
名
誉
賞

表
彰
に
つ
い
て
。

　
　
　
市
長
感
謝
状
を
授
与
す
る

方
向
で
実
施
を
考
え
て
い
る
。
早

い
時
期
に
各
部
と
協
議
検
討
し
、

実
施
に
向
け
て
の
努
力
を
す
る
。

　
　
　
市
の
国
保
税
減
免
規
定
に

病
気
・
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
る
失

業
、
事
業
廃
止
な
ど
に
よ
る
対
応

は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
、
事
故
、

病
気
、
業
績
な
ど
の
悪
化
に
起
因

し
て
、
納
付
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

滞
納
に
至
っ
た
経
過
を
納
税
者
の

立
場
で
聞
き
、
納
税
猶
予
の
「
取

り
扱
い
規
定
」
（
国
税
庁
通
達
）

を
反
映
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
市
の
条
例
の
上
位
法
（
法

律
な
ど
）
に
対
す
る
条
項
が
、
市

の
条
例
に
な
い
場
合
で
も
、
上
位

法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
雇
用
能
力
開
発
機
構
が
所

有
す
る
雇
用
促
進
住
宅
２
０
０
戸

の
廃
止
計
画
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
居
者
へ
の
説
明
も
な
い
が
、
市

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
平
成
１７
年
に
閣
議
決
定
し
、

１５
年
で
雇
用
促
進
住
宅
を
譲
渡
・

廃
止
す
る
方
針
を
決
定
。
当
市
に

も
譲
渡
に
関
し
て
の
打
診
が
き
て

い
ま
す
。
入
居
者
で
、
希
望
者
は

市
営
住
宅
募
集
時
に
申
し
込
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
道
路
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
市
道
認
定
路
線
の
見
直
し
業

務
の
進
捗
状
況
と
見
直
し
期
限
は
。

　
　
　
２
，
４
８
５
路
線
、
延
長

１，
０
４
５
キ
ロ
の
市
道
が
あ
り
ま

す
。
４
メ
ー
ト
ル
以
下
と
い
う
基

準
で
の
見
直
し
は
行
わ
ず
、
利
用

度
が
著
し
く
低
く
、
必
要
度
の
極

め
て
少
な
い
道
路
に
つ
い
て
、
支

所
事
業
課
長
と
の
検
討
会
に
よ
る

見
直
し
を
行
い
、
議
会
承
認
が
必

要
と
な
る
の
で
、
現
地
調
査
も
受

け
合
意
の
も
と
で
今
年
度
末
に
完

了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
用
地
の
寄
附
行
為
を
強
要

し
て
い
な
い
か
。

　
　
　
現
在
市
道
で
、
基
準
に
満

た
な
い
改
修
、
部
分
的
な
拡
幅
の

場
合
、
地
元
か
ら
の
強
い
要
望
で

あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
用
地
を
無

償
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
住
民
の
要
望
を
受
け
た
、

格
差
の
な
い
道
路
計
画
を
。

　
　
　
改
良
計
画
、
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
維
持
管
理
も
含
め

十
分
精
査
し
、
地
元
の
負
託
に
答

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

と
く

し　

か
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市
議
会
だ
よ
り

眞
鍋
時
敏
議
員

西
野
遊
水
池
の

　
　
環
境
整
備
に
つ
い
て

鴨
田
　
偕
議
員

財
政
調
整
基
金
、
合
併
特
例
債
、

元
職
員
の
懲
戒
免
職
に
つ
い
て

三
木
秀
樹
議
員

市
民
に
自
助
自
立
の
計
画
が
。

非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
を

瀧
本
文
子
議
員

急
が
れ
る
学
童
保
育
の
運
営

基
準
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
づ
く
り

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

本
会
議
の
傍
聴
を

　
　
　
　
　し
ま
せ
ん
か

　
　
　
西
野
遊
水
池
は
公
有
水
面

即
ち
海
で
あ
る
が
、
現
在
葦
が
生

い
茂
り
遊
水
池
の
水
の
流
れ
が
悪

く
悪
臭
を
放
ち
、
景
観
を
阻
害
し

機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
い
状
況

で
す
。
管
理
は
香
川
県
の
責
任
で

す
が
、
市
と
し
て
い
か
に
対
処
さ

れ
る
つ
も
り
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
こ
の
周
辺
は
、
旧
詫
間
町

で
も
住
宅
密
集
地
で
あ
り
、
若
者

に
も
好
ま
れ
、
若
年
人
口
の
定
着

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
近
年

遊
水
池
に
は
葦
が
生
い
茂
り
、
生

活
環
境
に
不
快
感
を
与
え
て
い
る

現
状
は
ご
指
摘
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
昨
年
は
県
に

お
い
て
刈
り
払
い
を
行
い
ま
し
た

が
、
本
年
は
浚
渫
を
お
願
い
し
て

お
り
、
実
施
頂
け
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
西
野
遊
水
池
と
同
一
水
面

で
管
理
さ
れ
て
い
る
大
新
田
地
区

の
浸
水
防
除
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
大
新
田
地
区
の
改
良
に
つ

き
ま
し
て
は
土
地
改
良
事
業
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
県
の
土

地
改
良
事
務
所
と
協
議
致
し
ま
す
。

　
　
　
合
併
効
果
と
行
政
の
効
率

化
で
財
政
調
整
基
金
は
約
５４
億
円

貯
ま
っ
た
が
、
全
国
類
似
団
体
の

平
均
は
約
２６
億
円
で
あ
る
。
余
分

の
基
金
は
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
、

市
長
に
伺
う
。

　
　
　
新
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
ち
づ
く
り
事
業
が
実
施
さ
れ
る

中
で
、
財
源
不
足
が
生
じ
た
中
で

不
足
を
補
う
と
共
に
、
市
民
に
還

元
し
福
祉
向
上
に
使
い
た
い
。

　
　
　
残
さ
れ
て
い
る
約
４
０
０

億
円
の
合
併
特
例
債
の
利
用
期
限

は
約
７
年
３
カ
月
足
ら
ず
と
な
っ

た
が
、
市
民
の
為
に
有
効
に
利
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
合
併
特
例
債
が
必
要
な
事

業
に
運
用
し
、
新
し
い
三
豊
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　
８
月
１２
日
に
嫌
疑
不
十
分

で
元
職
員
が
不
起
訴
処
分
と
な
っ

た
が
、
三
豊
市
は
ど
う
受
け
止
め

て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
、
市
長
に
伺
う
。

　
　
　
県
の
人
事
委
員
会
に
お
い

て
審
議
中
で
も
あ
り
、
し
ば
ら
く

推
移
を
見
守
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
三
豊
市
総
合
計
画
の
中
核

を
な
す
地
域
内
分
権
と
は
何
か
。

そ
の
計
画
の
審
議
会
で
「
市
の
職

員
を
削
減
す
る
た
め
に
、
市
民
に

負
担
さ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
事
」
と
の
見
解
だ
が
、
行

政
に
頼
ら
な
い
で
、
市
民
の
自
助

自
立
を
基
本
と
す
る
事
な
の
か
。

　
　
　
公
的
な
事
は
何
で
も
行
政

が
す
る
時
代
は
終
っ
た
の
で
す
。

公
的
活
動
に
、
増
え
続
け
る
ヤ
ン

グ
シ
ル
バ
ー
が
受
け
皿
に
な
っ
て

参
加
し
、
や
り
が
い
・
生
き
が
い

が
生
ま
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
プ
ロ
で
あ
る
市
職
員
を
減

ら
し
、
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
に
期
待

す
る
三
豊
市
の
十
年
後
、
そ
れ
以

後
の
我
が
市
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
ご
心
配
な
く
、
十
分
や
っ

て
い
け
ま
す
。

　
　
　
非
正
規
職
員
へ
の
処
遇
改

善
の
遅
れ
は
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
通
勤
費
の
支
給
も
含
め
て
改

善
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
諸
般
を
考
慮
し
て
判
断
す

る
が
、
通
勤
費
は
前
向
き
に
検
討
。

※
「
有
料
駐
車
問
題
」
等
を
質
問

　
　
　
市
内
１８
カ
所
あ
る
学
童
保

育
は
運
営
状
況
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、

子
供
達
の
生
活
は
決
し
て
良
好
と

は
言
え
ず
、
公
・
民
営
と
も
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
必
要
。
働
く
親
た
ち

が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
、
子
供
達

に
落
ち
着
い
た
生
活
を
保
障
す
る

た
め
、
保
育
料
や
指
導
員
の
雇
用

形
態
の
統
一
な
ど
、
ガ
ッ
チ
リ
し

た
運
営
形
態
の
確
立
が
必
要
。
以

下
要
望
。
⑴
市
の
学
童
保
育
の
運

営
基
準
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
作

成
⑵
保
育
料
の
負
担
減
。
指
導
員

の
待
遇
安
定
等
の
た
め
市
独
自
の

補
助
制
度
の
確
立
⑶
特
に
民
営
の

指
導
員
の
雇
用
や
運
営
事
務
の
父

母
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
方
策
⑷

公
・
民
営
共
に

”
最
終
責
任
“
は

三
豊
市
に
あ
る
こ
と
の
明
確
化
。

　
　
　
⑴
運
営
基
準
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）
づ
く
り
に
速
や
か
に
取
り

組
む
⑵
保
育
料
の
あ
り
方
を
含
め
、

補
助
金
制
度
を
検
討
す
る
⑶
委
託

基
準
の
見
直
し
の
中
で
方
向
性
を

示
す
。
⑷
公
設
公
営
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
最
終
責
任

は
三
豊
市
に
あ
る
。

　
本
会
議
は
年
４
回
、
３
月
・
６

月
・
９
月
・
１２
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

議
員
や
行
政
が
ど
の
よ
う
な
考
え

で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

い
る
の
か
、
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
本
会
議
の
傍
聴
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
本
会
議
当
日
、
高
瀬
庁
舎
４
階

議
会
事
務
局
に
て
、
傍
聴
受
付
の

手
続
き
を
行
え
ば
、
ど
な
た
で
も

傍
聴
出
来
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
代
表
質
問
（
３
月
の
み
）・

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
生
中
継

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
市
内
各
支
所
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
議
会
中
継
を
見
た
い
と
き
は
〕

①
三
豊
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
開
く

②
「
本
会
議
中
継
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
「
議
会
中
継
は
こ
ち
ら
」
の

　
「
議
会
中
継
」
を
ク
リ
ッ
ク

※
中
継
中
は
画
像
が
映
り
ま
す

　
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
は
、
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
再
度
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ
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市
議
会
だ
よ
り　

９
月
１８
日
開
催
の
総
務
常
任
委

員
会
に
は
、
８
議
案
が
付
託
さ
れ
、

そ
の
主
な
質
疑
・
答
弁
の
内
容
は

次
の
と
お
り
。

　
　
ふ
る
さ
と
三
豊
応
援
寄
附
条

例
　
都
市
の
納
税
者
か
ら
、
田
舎

へ
の
寄
附
が
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
寄
附
者
を

募
る
の
か
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県
外
の
県

人
会
等
で
呼
び
か
け
た
い
。

　
　
三
豊
市
情
報
公
開
条
例
の
一

部
改
正
　
改
正
の
趣
旨
は
、
情
報

公
開
へ
向
け
て
、
よ
り
強
力
的
に

出
来
る
の
か
。

　
　
現
在
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
財
務
諸
表
作
成
業
務
委
託
料

の
委
託
方
法
は
。

　
　
専
門
的
な
要
素
が
強
い
の
で
、

公
認
会
計
士
の
い
る
事
務
所
へ
委

託
し
、
正
確
な
も
の
を
作
成
す
る

た
め
。
ま
た
、
方
式
は
、
総
務
省

方
式
で
。

　
　
市
歌
の
委
託
の
方
法
、
完
成

時
期
は
。

　
　
作
詞
は
公
募
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
の
作
成
も
含
ん
で

の
計
上
。
時
期
は
年
度
末
を
目
標
。

　
　
臨
時
職
員
の
特
別
徴
収
の
委

託
料
と
は
。

　
　
市
内
事
業
所
に
市
県
民
税
の

特
別
徴
収
を
推
進
す
る
た
め
、
ま

ず
、
市
が
模
範
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
の
シ
ス
テ
ム
関
係

の
費
用
で
あ
る
。

　
　
市
道
六
の
坪
５
号
線
関
係
工

事
の
補
正
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

今
補
正
で
対
応
出
来
る
の
か
。

　
　
流
用
で
対
応
。（
次
回
か
ら
は

事
前
協
議
す
る
）
傍
聴
者
２
名

　
９
月
１７
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
４
議
案
と
陳
情

１
件
が
付
託
さ
れ
た
。
議
案
第
１

０
２
号
「
字
の
区
画
変
更
（
白
谷

地
区
）
に
つ
い
て
」
は
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。
議
案
第
１
０
３

号
「
財
田
川
防
災
組
合
の
解
散
に

つ
い
て
」
及
び
議
案
第
１
０
４
号

「
財
田
川
防
災
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て
」
の
質
疑
に

対
し
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
協
議

会
の
三
豊
市
選
出
委
員
の
構
成
に

つ
い
て
は
、
協
議
会
の
規
約
が
決

定
し
た
後
と
な
る
の
で
現
在
は
未

定
と
の
答
弁
が
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。
議
案
第
１
０
５

号
「
平
成
２０
年
度
三
豊
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）」
中
の
関
係

部
分
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
会
費

の
業
務
委
託
料
・
農
地
費
の
修
繕

料
・
建
設
工
事
関
連
委
託
料
及
び

道
路
橋
梁
維
持
費
の
手
数
料
の
質

疑
に
対
し
、
耕
作
放
棄
地
調
査
で

は
判
別
出
来
な
い
農
地
は
、
来
年

度
現
地
調
査
を
す
る
。
危
険
遊
具

撤
去
後
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
利

用
頻
度
の
多
い
所
は
今
後
十
分
検

討
す
る
。
農
道
に
つ
い
て
は
、
幅

員
４
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
用
地
は

全
て
地
元
提
供
で
あ
り
、
公
共
性

が
高
く
地
元
負
担
は
な
し
。
地
図

訂
正
は
５
カ
所
程
度
で
あ
り
、
他

に
文
筆
図
作
成
分
も
計
上
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。
そ
の
他
「
国
に

よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国

有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る

意
見
書
（
案
）
」
採
択
の
再
要
請
に

つ
い
て
、
全
委
員
賛
成
で
採
択
し
、

意
見
書
（
案
）
の
提
出
を
決
定
し

た
。

　
９
月
１７
日
開
催
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
は
、
１０
議
案
と
請
願

１
件
が
付
託
さ
れ
た
。
税
条
例
の

一
部
改
正
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

「
公
的
年
金
に
係
る
住
民
税
を
年

金
か
ら
天
引
き
す
る
と
い
う
が
、

年
金
以
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
ど

う
か
」
と
の
質
問
に
「
年
金
以
外

の
所
得
に
税
が
か
か
る
方
が
申
告

の
際
、
税
を
現
金
で
支
払
う
旨
の

申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
出
来
る
が
、
国
の
方
針

で
当
面
の
間
運
用
し
な
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
次
に
、
補
正
予

算
の
主
な
も
の
と
し
て
「
一
人
親

家
庭
子
育
て
支
援
事
業
は
、
市
単

独
事
業
か
。
そ
の
内
容
は
」
と
の

質
問
に
「
市
単
独
で
あ
り
、
一
人

親
家
庭
の
方
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
利
用
し
た

場
合
、
月
２５
時
間
を
上
限
と
し
、

１
時
間
７
０
０
円
の
内
４
０
０
円

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
次
に
「
豊
中
中

学
校
の
施
設
改
修
は
、
ゆ
め
タ
ウ

ン
進
出
に
伴
う
も
の
だ
が
、
市
の

予
算
を
充
て
る
の
か
。
ゆ
め
タ
ウ

ン
側
と
協
議
し
た
の
か
」
と
の
質

問
に
「
学
校
内
部
の
施
設
で
あ
り
、

市
の
予
算
を
充
て
た
。
今
後
地
域

審
議
会
等
で
協
議
し
て
い
く
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
次
に
「
学
校

施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
、
ど
の
様

に
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
に

「
当
初
予
算
の
段
階
で
要
望
が
あ

が
っ
て
く
る
。
修
繕
に
つ
い
て
は

そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。
今
回
、

施
設
担
当
職
員
が
現
場
を
見
て
、

修
繕
に
対
応
す
る
体
制
が
出
来
た
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
し
た
。

委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き

建
設
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

問答

問

答

答答

問答問問問 答
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

６２-１１１５

６２-１１１６

☎

☎

一般用

少年相談

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
回
答
の
お
願
い

　
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
年
金

保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
場
合
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
額
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
や
提
示
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
の
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
１１
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
証
明
内
容
は
、
１
月
１
日
か
ら
９
月
３０

日
ま
で
の
納
付
額
と
当
年
中
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に

初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
人
は
、
来
年

２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

※
確
定
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
と

　
し
て
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場

　
合
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

　
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

　
告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

　
平
成
２０
年
１１
月
４
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２１
年
３
月
１３
日

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
届
い
た
人
は
、
年
金
記
録
に
も

れ
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
人
で
す

　
ま
だ
回
答
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
記
録
が
不
明
な
人
は
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

■
年
金
受
給
者
で
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の

間
に
緑
色
の
封
筒
で
届
い
た
人
と
、
現
役

加
入
者
で
６
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
間
に
同

じ
く
緑
色
の
封
筒
で
届
い
た
人
も
、
年
金
記

録
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
な

い
か
十
分
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
あ
る
場
合
も
、

な
い
場
合
も
必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
年
金
支
給
額
が
増
え
た
例
（
Ａ
男
さ
ん

７５
歳
の
場
合
）】

　
１３
カ
月
分
の
勤
務
期
間
の
記
録
も
れ
が

見
つ
か
り
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
受
給
額
が

年
額
で
約
5
万
円
増
え
、
過
去
に
受
給
で

き
た
年
金
と
し
て
約
５３
万
円
を
ま
と
め
て

受
け
取
れ
ま
し
た
。

■
ま
わ
り
の
人
に
も
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い

　
家
族
な
ど
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の

回
答
が
ま
だ
の
場
合
は
、
至
急
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　
第
２
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
そ
の
ほ
か
の
受
付
日
時
は
、
社
会
保
険

　
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
「
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
の
場
合

　

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

・
電
話
以
外
の
場
合

　
社
会
保
険
事
務
所
や
県
社
会
保
険
労
務

士
会
で
も
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

善
通
寺
社
会
保
険
事
務
所
 
国
民
年
金
課

　
☎
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

　
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
に
４
月
か
ら

８
月
ま
で
に
、
市

民
や
学
校
な
ど
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情

報
は
、
声
か
け

（
８
件
）
、
露
出

（
４
件
）
、不
審
行
動
（
４
件
）
、痴
漢
（
２

件
）、つ
き
ま
と
い（
２
件
）
盗
撮
・
無
断

撮
影（
２
件
）、そ
の
他（
１
件
）
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
情
報
を
学
校
や
不
審
者
メ
ー

ル
登
録
会
員
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

配
信
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
多
く
の
皆
さ
ん
と
情
報
を

共
有
し
、
不
審
者
等
が
活
動
し
に
く
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
員
登
録
の
方
法
は
「
広
報
み
と
よ

１０
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
少
年
補
導
の
状
況
は
、
自
転
車

の
二
人
乗
り
な
ど
の
道
路
交
通
法
違
反

（
９０
件
）、ノ
ー
ヘ
ル
な
ど
の
校
則
違
反（
３９

件
）、帰
宅
促
し
（
１３
件
）、喫
煙
（
７
件
）

な
ど
で
、
内
訳
は
、
小
学
生（
１１
％
）、
中

学
生
（
３９
％
）、高
校
生（
５０
％
）
で
す
。

　
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
慣
れ
っ
こ
に
な
っ

て
、
規
範
意
識
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
声
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
こ
う
し
た
行
為
を

目
に
し
た
ら
、
声
か
け
な
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

少年相談コーナー

しん　　 こ　　きゅう

「心 子 救」

相談電話

気軽に相談を！

☎６２－１１１６

h
ttp
://
w
w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/
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◇基本理念は「自主・自立」

　皆さんは、１０年後の自分や自分の生活はどうなっているのだろうかと考えたことがあるでしょうか。

　三豊市新総合計画は、１０年後の三豊を、市民みんなの力でこんな“まち”にしようという姿を描き、それに

向かって、市民・市民組織・民間企業・行政、それぞれが何をしていけばよいのかを示したもので、いわば今

後10年間のまちづくりの計画書とも言えるものです。

　このようなまちづくりの計画書は、地方自治法という法律によって全国すべての市町村で作ることが義務づ

けられていますが、これまでは、国主導の地方自治が行われていた関係から、どこの市町村でも同じような計

画書が作られたり、計画書を作ることが目標になってしまい、毎年度の事業の実施段階では参考程度にしかさ

れなかったりしていたことも否定できません。

　しかし、地方分権時代の今、地方の意思と責任においてまちづくりが行われることになり、まちづくり計画

書が本当の意味での重要性を増しています。計画性を持たずに、その時その時で対応していたのでは、市民の

皆さんと行政で情報や価値観の共有は行えず、ともに考え行動するまちづくりはできません。

　三豊市新総合計画では、１０年後の目指すべき姿や、それに向かう取り組みについて具体的に示すとともに、

常にこの計画書が「最善」のものであり続けるための見直しや事業の評価制度についても示しています。

　三豊が、「自主・自立」した住みやすい“まち”になるよう、みんなで力を合わせて第一歩を踏み出しましょう。

　今回、三豊の将来の姿を考えるにあたり、まず三豊の将来に向けたまちづくりの基本理念を「自主・自立」とし

ました。これは、これまでのように国や県からの支援に頼らず、私たちの“まち”のことは、私たち自らの意思と責

任で決めていくという考え方に基づくものです。

◇欠かせないのは「市民力」
　そして、この「自主・自立」の理念に基づくまちづくりに欠かせないもの、それは、市民・市民組織・民間企業

と行政が互いに手をとりあい、「人と物を大切にする心」を最大限に生かしながら知恵と行動力を生み出す「市民

力」だと考えています。

◇「市民力」を発揮するために「地域内分権」を進めます
　これまでのように、行政が公共サービスを提供し、市

民はそのサービスを受けて“豊かさ”を得るという構図

は、市民のニーズの多様化・複雑化や厳しい財政状況の

下では、既に対応が困難な状況になっています。そのた

めこれからの三豊には、新しいシステムの構築が必要と

なっています。

　そこで、市民や市民組織、民間企業がそれぞれの立場

で考え、これまで行政が提供してきた公共サービスのう

ち、「市民ができることは市民が」、「民間企業ができること

は民間企業が」担い行動する「地域内分権」という新た

な考え方で、「市民力」を発揮する三豊市型のまちづくり

を行っていくこととします。

“豊かな”三豊を育むために、
　　　　　　　　私たちがすべきこと･･･

三豊市新総合計画 ～自立への助走路～を策定しました

“豊かな”三豊を育むために、
　　　　　　　　私たちがすべきこと･･･

三豊市新総合計画 ～自立への助走路～を策定しました

これまでのまちづくり これからのまちづくり

豊かさ 豊かさ

市民
組織

民間
企業

市民

市　民

行　政

行政

市民力

公
共
サ
ー
ビ
ス

ニ
ー
ズ

問い合わせ　企画課　☎７３－３０１０

▲

問い合わせ　企画課　☎７３－３０１０

▲
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◇目指す姿は「市民力」を発揮して、“豊かさ”を育むまち

◇将来の人口目標は「６５,０００人」

　このように「自主・自立」を基本として、「市民力」を高め生かすことにより、三豊ならではの特性や資源を見

つめ直し、さらに磨きあげるとともに、それらを融合・一体化させることで、産業や生活環境・基盤から健康福

祉、教育・文化にいたるまで、さまざまな分野における新しい三豊の姿、すなわち三豊市型の“豊かさ”を自らの

手で生み出し、全国・世界に向けて発信できる“まち”を創り上げていくために、

　さらに、三豊のまちづくりを進めるうえで、先の将来像ととも

に、特に重要視するものは、まちの活力を示す値ともいえる総人口

です。

　三豊の将来人口を予測したところ、その結果は表のとおりとな

り、総人口は、１０年後の平成３０年には６２,２４１人にまで減少し、

年齢構成比も年少人口比率が低下し、老年人口比率が拡大すること

が分かりました。

　この結果からも、今後の人口減少は三豊のまちづくりに大きな影

響を与えることが予測されます。三豊の活力を失わないためにも、

今、ここに将来の人口目標を掲げ、それを達成するための具体的努

力を行うことを提案しました。

◇計画の実現にむけて、私たちがすべきこと

　今回、策定した三豊市新総合計画の実現に向けて重要なことは、まちづくりの主役である市民・市民組織・民間

企業・行政が、これまでの役割を見直し、互いの特性を踏まえた上で、「地域内分権」という手法によってこれから

担うべき新しい役割について共通の認識を持たなければならないということです。

　私たち全員が、それぞれの立場から「三豊」の将来のために何ができるのかを考え、三豊を愛する気持ちに満ち

あふれた「市民力」という無限の力を発揮し、「三豊市型まちづくり」を進め、三豊の将来像「“豊かさ”をみんなで

育む市民力都市・三豊」の実現や、将来人口目標「６５,０００人」の達成にチャレンジしましょう。

　次号「広報みとよ１２月号」とともに、各家庭に三豊市新総合計画のダイジェスト版をお届けし、計画のより詳

しい内容について皆さんにお知らせします。

　この将来像を私たち全員で共有し、自主・自立した“豊かな”三豊の未来に向かってともに進んでいきましょう。

　目標達成のためにも、私たちみんなが、この人口減少と少子高齢化に対し危機感を抱き、果敢にまちづくりに取

り組まなければ達成は困難なものだと考えています。

三豊の将来像を

“豊かさ”をみんなで育む市民力都市・三豊

６５,０００人 です。

ウォーキングパトロール隊 地域清掃ボランティア 企業　安全・防災訓練

としました。

三豊の１０年後の人口目標は　

※コーホートセンサス変化率法による予測結果

　しかし、この６５,０００人という将来の人口目標は、決して簡単に達成できるものではありません。

■人口予測結果

注：平成１７年は国勢調査結果

（単位：人、％）

平成１７年
年

区分

総人口

年少人口
（１４歳以下）

（１５～６４歳）

（６５歳以上）

８,９２０

（１２.５）

４２,２５４

（５９.４）

２０,００６

（２８.１）

７,７７９

（１１.８）

３６,８０９

（５５.７）

２１,５２２

（３２.６）

６,８６８

（１１.０）

３３,１５６

（５３.３）

２２,２１７

（３５.７）

７１,１８０ ６６,１１０ ６２,２４１

生産年齢人口

老年人口

平成２５年 平成３０年



　第４回とよなか秋のまつりが豊中町図書館前駐車場で開催され、１４台もの地元太鼓

台が集結しました。各太鼓台の“かきくらべ”では、指揮者の笛に合わせて「そーら、

えんやーえんやーよいやっさ!!」と、太鼓台を差し上げました。ライトの光に照らされ

た絢爛豪華（けんらんごうか）な太鼓台は、訪れた人たちを魅了しました。

10/12

９/２５

１０/１０

１０/１６

１０/１１

　

上
高
瀬
小
の
１
、
２
年
生
と
上
高
瀬
幼
稚
園
の
園
児
が
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
回
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
地
元

の
認
定
農
業
法
人
三
豊
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
の
白
川
大
輔
さ
ん
と
認
定
農

業
士
の
豊
嶋
晃
司
さ
ん
が
５
月
に
植
え
て
、
育
て
た
も
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ッ
プ
や
バ
ケ
ツ
を
持
参
し
て
、
大
き

く
育
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
上
小
ふ
る
さ
と
の
会
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　仁尾八朔人形まつり２００８が仁尾町文化会館周辺で開催され

ました。このまつりは、歴史上の武将やおとぎ話の名場面を店舗

や車庫などを利用してジオラマで再現し、それをスタンプラリー

形式で散策するものです。地域の人が、手間暇をかけて作った人

形はどれも見ごたえがあり、また、文化会館前では地域の特産品

や郷土料理も味わえました。

９/２５

９/１３～１５

　詫間中学校の運動会で

恒例の｢車イス贈呈式｣が

行われ、三豊市社会福祉

協議会と、特別養護老人

ホームたくま荘にそれぞ

れ３台ずつが贈られまし

た。詫間中学校の生徒が

奉仕活動で回収したアル

ミ缶や地域の住民が持ち寄ったアルミ缶が、車イスに姿を変

え、足の不自由な人たちに利用されます。

　詫間港高谷地区および粟島

周辺で詫間・粟島漁協組合員

と市職員が、水産資源対策事

業の稚魚放流を行いました。

この事業は、稚魚を放流する

ことで資源の確保や漁獲量の

減少を防ぐもので、今回は、

約３万匹のヒラメの稚魚を放

流しました。

　大見幼稚園で第２１回「保

護者と市長との対話集会」が

開かれ、通学路や、不審者情

報問題等についての意見が交

わされました。今回で、すべ

ての幼稚園を訪問しました。

１１月からは各保育所を訪問

します。

　『三（み）んなで　元気に　豊かな人生』をテーマに「みとよ

健康・福祉まつり’０８」がマリンウェーブで開催されました。

介護や保健、育

児に関する盛り

だくさんのイベ

ントでは、おも

ちゃを作ったり、

体や脳、血液の

年齢を測ったり

と、子どもから

おじいちゃんお

ばあちゃんまで

が、楽しんで健

康なからだやこ

ころづくりを体

験しました。



　高松市生島町の消防学校で香川県消防操法大会が開催され、三豊

市消防団代表として財田方面隊が小型ポンプの部に出場しました。

団員は猛暑のなか、３カ月にも及んだ厳しい訓練の成果を十分に発

揮し、力強く操法を披露しました。

　財田幼稚園と保育所の園児が市役所財田庁舎前の県道

で交通キャンペーンを行いました。手作りのマスコット

と「うんてんしゅさんへ　こうつうルールをまもって、

きをつけてうんてんしてください」と書かれたメッセー

ジカードを手渡して、安全運転を呼びかけました。

　豊中幼稚園の園内の菜園で年中の園児９５人が、いも

掘り体験をしました。園児たちは、生い茂ったお芋のつ

るをみんなで力あわせて「うんとこしょ～どっこいし

ょ！」のかけ声で引っ張り、用意していたスコップでお

芋を掘り出しました。お芋がみえると手で掘り出して

「大きいのとれた～」と大喜び。自分たちで育て、収穫

したお芋は『お芋パーティー』でおいしく頂きました。

第７回やまもと爽郷まつりが山本ふれあい公園などで開催されました。秋のすがすがしい青空の下で、心奮わすダイナミックな演

舞のよさこい踊りや華やかな衣装の太鼓打ちが印象的な獅子舞の競演、みんなで盛り上がった大じゃんけん大会など盛りだくさん

のイベントが行われ、会場は多くの家族連れでにぎわいました。

９/１４

１０/１６

１０/１８

１０/１９

１０/３

１０/３

　辻小学校と下高瀬小学校で

「新エネルギー教室」が開催

されました。ワークショップ

では、１人ひとりくふうして

模型風車の羽根を作り、うち

わであおいで発電量を競った

り、風車で充電した模型自動車

を走らせたりしながらエネルギ

ー（電気）を作る身近な方法や

作るたいへんさを学びました。下高瀬小学校

辻小学校

下高瀬小学校

辻小学校

　来年度オープンの宗吉瓦窯跡史跡

公園（仮称）整備事業記念行事『持

統天皇と日本の古代国家』シンポジ

ウムを三野町体育センターで開催し

ました。会場前では、地元生活研究

グループがボイセンベリー入り瓦窯

せんべいなどを販

売。シンポジウム

では、満員の会場

の中、奈良県立図

書情報館の千田稔

館長を中心に古代

のロマンについて

熱く語られまし

た。
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DE

「
　

喜
田
道
　
帰
（
き
た
み
ち
　
か
え
る
）
先
生
」
と
生
徒
の
「
　

歩
（
あ
ゆ
む
）
君
」

「
　

美
歩
（
み
ほ
）
ち
ゃ
ん
」
が
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
歩
い
た
　
　
　
　
　
　
を
毎

月
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

水辺公園

⑤菅生神社

⑥⑦大興寺

大通寺

金神神社

④原鋳造所

③えびせんべい工場

②昨年、開通したば

かりの西光寺橋。欄

干のカニは、原鋳造

所の作品です。

★

★

★

★

★

①本山寺の五重塔

③えびせんべいを試食

④原鋳造所

②西光寺橋の沢ガニのモニュメント

　
第
７
回
目
は
、４
月
２６
日
に
開
催
し
た
『
６７

番
札
所
大
興
寺
と
鋳
造
産
業
の
歴
史
を
訪
ね

る
ウ
ォ
ー
ク
』
を
紹
介
し
ま
す
。

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
連
載
を
参

考
に
ど
こ
か
に
行
か
れ
ま
し
た
か
？

　
今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
の
な
い
山
本
町
で
初

め
て
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
四
国
霊
場
８８
ヶ
所
の
第
６７
番
札
所
大
興
寺

と
第
７０
番
札
所
本
山
寺
の
２
カ
所
と
歴
史
の

あ
る
鋳
造
産
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
、こ
だ

わ
り
の
コ
ー
ス
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
山
駅
に
集
合
し
て
、
最
初
の
ポ

イ
ン
ト
四
国
霊
場
第
７０
番
札
所
本
山
寺（
①
）

へ
。

　
　
五
重
の
塔
を
目
指
し
て
ウ
ォ
ー
ク
。

　
　
駅
前
な
の
に
の
ん
び
り
し
て
い
た
ね
。

　
　
そ
う
だ
ね
。
の
ん
び
り
し
た
駅
通
り
を
歩

い
て
本
山
寺
に
到
着
。

　
約
２
万
㎡
の
広
大
な
境
内
の
中
に
は
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
本
堂
を
は
じ
め
、
二
王
門（
国
指

定
重
要
文
化
財
）
や
五
重
塔
な
ど
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
が
あ
っ
た
ね
。

　
　
本
山
寺
を
出
発
し
て
、
財
田
川
沿
い
の
道

を
行
く
と
爽
や
か
な
風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
ね
。

　
　
う
ん
。

　
　
途
中
の
水
辺
公
園
で
休
憩
を
取
り
、
新
し

く
架
け
替
え
ら
れ

た
西
光
寺
橋（
②
）

へ
。
こ
こ
で
は
、
原

鋳
造
所
で
製
作
し

た
沢
ガ
ニ
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
見
学
。

　
　
橋
を
渡
っ
た

ら
お
い
し
そ
う
な

匂
い
が
す
る
え
び

せ
ん
べ
い
工
場
（
③
）。

い
ろ
ん
な
種
類
の

え
び
せ
ん
べ
い
の

試
食
は
、
お
い
し

か
っ
た
ね
。

　
　
ぼ
く
は
、
し

ょ
う
ゆ
味
の
え
び

せ
ん
べ
い
が
一
番

お
い
し
か
っ
た
。

　
　
お
つ
ま
み
に
最
高
！
お
み
や
げ
に
い
っ

ぱ
い
買
っ
た
よ
。

　
　
帰
り
に
、
え
び
せ
ん
べ
い
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
い
た
だ
い
た
よ
。

　
　
出
発
し
て
ゆ
る
や
か
な
坂
を
上
る
と
、

原
鋳
造
所（
④
）に
到
着
。
創
業
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
の
美
術
鋳
造
を
受

け
継
い
で
き
た

そ
う
だ
よ
。
ま

た
、
江
戸
時
代

に
は
、朝
廷
か
ら

「
勅
許
御
鋳
物

師
」
の
勅
許
状

も
賜
り
、
数
々

の
作
品
を
世
に

送
り
出
し
て
き

た
そ
う
だ
よ
。

　
な
ん
と
原
鋳

造
所
の
ご
先
祖
は
、近
江
の
国
か
ら
諸
国
に
そ

の
技
術
を
広
め
る
た
め
に
、室
町
時
代
に
讃
岐

に
移
住
し
て
き
た
そ
う
な
ん
だ
よ
。

　
　
広
い
工
房
の
中
に
入
っ
た
ら

銅
像
の
型
枠
が
い
っ
ぱ
い
。

　
　
見
た
こ
と
の
あ
る
歴
史
上
の

人
物
や
政
治
家
の
人
た
ち
が
い
っ

ぱ
い
い
た
ね
。
歩
く
ん
や
美
歩
ち

ゃ
ん
も
、
銅
像
を
作
っ
て
も
ら
え

る
く
ら
い
有
名
に
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
ね
。

　
　
私
は
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
か
な
。

　
　
僕
は
、作
っ
て
ほ
し
い
な
〜
。

　
見
学
後
、
鋳
造
製
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い

た
だ
い
た
ね
。
ぼ
く
は
寛
永
通
宝
の
文
鎮
を

も
ら
っ
た
よ
。

　
　
私
は
、
招
き
猫
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

★

国道
37
7号
線

2.8km

0.5km

0.9km

1.0km

2.1km

2.4km

0.4km



ゴール

JR観音寺駅

出作町

木之郷町

高
松
自
動
車
道

国
道
１１
号
線

豊中町本山

1.2km

池之尻町

仁池

徳
永
　
和
司
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
商
工
観
光
課
　
☎
６２
・
１
１
２
９

ア
ク
セ
ス

行
き

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、
Ｊ
Ｒ

本
山
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
の
コ
ー
ス

※
Ｊ
Ｒ
本
山
駅
へ
は
、財
田
観
音
寺
線
を
ご
利
用
く
 

 
だ
さ
い
。

　
山
本
町
に
は
、
今
回
立
ち
寄
っ
た
場
所
の

ほ
か
、
ボ
タ
ン
寺
と
し
て
有
名
な「
薬
王
寺
」

や
、
こ
ん
ぴ
ら
参
拝
で
に
ぎ
わ
っ
た
伊
予
街

道
沿
い
の「
辻
」
の
古
い
町
並
み
な
ど
、
お
薦

め
の
場
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
山
本
町
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

帰
り

※
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
か
ら
は
、
財
田
観
音
寺
線
・
仁
 

 
尾
線
が
出
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、

三
豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
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①本山寺

観音寺市総合運動公園

JR本山駅

スタート

⑥大興寺

⑦鎌倉時代の藤原経朝筆
　の扁額

⑤菅生神社の長い参道

　
　
次
は
、
こ
の
辺
り
一
帯
に
氏
子
が
い
る

大
き
な
神
社
菅
生
神
社
（
⑤
）に
行
っ
た
ね
。

　
　
鳥
居
か
ら
拝
殿
ま
で
の
参
道
が
長
か
っ

た
ね
。
到
着
し
て
、
す
ぐ
に
宮
司
さ
ん
が
神

社
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
新
し
く
て
ぴ
か
ぴ
か
の
神
社
が
印
象
的

で
し
た
。

　
　
広
い
境
内
の
森
に
は
、
楠
の
木
や
シ
ダ
、

コ
ケ
な
ど
１
０
０
種
類
も
の
植
物
が
生
息
し

て
い
て
、
国
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
そ
う
だ
よ
。
ま
た
、
県
内
で
は
、
こ

こ
だ
け
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
「
カ
ン
ザ

ブ
ロ
ウ
」
の
木
は
貴
重
な
も
の
な
ん
だ
よ
。

　
　
こ
こ
で
お
弁
当
を
食
べ
た
あ
と
、
次
は
、

四
国
霊
場
第
６７
番
札
所
大
興
寺（
⑥
）ま
で
行

っ
た
よ
。

　
　
ゆ
る
や
か

な
坂
道
を
一
気

に
歩
い
て
大
興

寺
に
到
着
。
歓

迎
し
て
く
れ
た

の
は
、
仁
王
門

の
金
剛
力
士
像

で
し
た
。
こ
れ

は
８８
カ
寺
の
う

ち
最
大
で
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
迫
力

は
圧
巻
で
す
。

　
こ
こ
は
「
小
松
尾
寺
」
と
い
う
愛
称
で
呼

ば
れ
、
８
２
２
年
に
空
海
が
建
立
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
仁
王
門
か
ら
本
堂
ま
で
の
歴
史
を
感
じ

る
石
段
は
、
楠
の
木
な
ど
の
木
々
に
囲
ま
れ
、

神
秘
的
な
印
象
で
し
た
。

　
　
本
堂
に
参
拝
し
た
後
、
ご
住
職
さ
ん
か

ら
お
寺
の
歴
史
な
ど
の
お
話
が
あ
り
、
鎌
倉

時
代
の
藤
原
経
朝
筆
の
扁
額（
⑦
）を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
　
大
興
寺
を
出
発
し
て
、
鋳
造
産
業
に
関

係
が
深
い
観
音
寺
市
原
町
の
「
金
神
神
社
」

と
「
大
通
寺
」
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　
　
大
通
寺
に
は
、
原
鋳
造
所
の
ご
先
祖
の

お
墓
が
あ
っ
た
よ
。

　
　
そ
の
あ
と
、
観
音
寺
市
総
合
運
動
公
園

で
休
憩
を
取
っ
て
、
ゴ
ー
ル
の
Ｊ
Ｒ
観
音
寺

駅
ま
で
一
気
に
歩
き
ま
し
た
。

　
　
今
回
は
、
鋳
造
産
業
の
歴
史
や
お
寺
な

ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
。

★

★
へ
ん
が
く

1.8km

3.8km

全行程16.9km
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問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４

▲

●高齢者インフルエンザ予防接種●●肺炎球菌予防接種●

結核・肺がん検診を実施します

希望する人のみ接種してください

１１月１日（土）～１２月３１日（水）

１,０００円

４,５００円

予防接種のお知らせ

対象者

対象者

対象者 日　時

実施期間

②６０～６４歳の人で、心臓、じん臓、呼吸器に重い障がいの

　ある人、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に重

　い障がいのある人（身体障害者手帳１級から２級相当の人

※②に該当する人で、インフルエンザ予防接種を希望する

　人は事前に健康課または各支所市民サービス課で手続き

　してください。予診票を発行します。（手続きには、身体

　障害者手帳が必要です）

　肺炎で亡くなる人の９５％は高齢者です。肺

炎球菌予防接種は、任意接種（希望者だけが

自費で受ける予防接種）になっていますが、

市では接種費用の一部を補助しています。予

防接種を希望する人は、健康課までご連絡く

ださい。後日、予診票を送付します。

　本年度、最終の検診です。受診していない人は、ぜひ、この機会に受診してください。

　市内に住民票があり、40歳以上

で本年度の未受診者

（２０～３９歳の未受診者で、希望

する人も受診できます）

自己負担

結核・肺がん検診　６４歳以下３００円

　　　　　　　　 ６５歳以上　無料

かく痰検査　　　６９歳以下７００円

　　　　　　　　７０歳以上２００円

　　　（Ｈ２１．３．３１時点の年齢）

※希望していた人で、問診票を持

っている場合は、検診会場へご持

参ください。持っていない人は、

直接会場までお越しください。

市内に住民票があり、満７５歳以上で、肺炎

球菌予防接種を受けていない人

接種医療機関

三豊市・観音寺市内の医療機関

接種回数

１回のみ　※接種は、健康上一生に１回です。

自己負担金

自己負担金

※生活保護世帯の人は無料になります。事前に健康課また

　は各支所市民サービス課で手続きしてください。（手続き

　には、被保護者証明書・印鑑が必要です）

①６５歳以上の人（昭和１８年１１月３０日以前に生まれた人）

日　　程 受付時間 場　　所

ＪＡ香川県河内支店

山本町神田定住促進センター

財田庁舎

ＪＡ香川県財田上黒川出張所

山本町保健センター

二ノ宮地区農業構造改善センター

麻地区農業構造改善センター

高瀬町農村環境改善センター

三野町公民館大見分館

三野町保健センター

高瀬町公民館比地二分館

ＪＡ香川県上高瀬支店

松崎コミュニティセンター

詫間庁舎

緑の村管理センター

箱浦ビジターハウス

豊中町保健センター

マックスバリュ豊中店

ＪＡ香川県曽保出荷場

仁尾庁舎

９：００～１０：００

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：３０

９：００～１０：００

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：３０

９：００～１０：００

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：３０

９：００～１０：００

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：３０

９：００～１０：００

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：３０

11月17日（月）

18日（火）

19日（水）

20日（木）

21日（金）

の お 知 ら せ
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乳がん検診普及啓発

日　時

　スポーツの『秋』になりました。
　運動は、体力を養い、体の抵抗力を高めるだけでなく、内臓脂肪を燃焼させ
るもっとも効果的な方法です。また、体を動かすとストレス発散にもなります。
　「三豊市健康増進計画」では、運動についての行動目標として、「ウォーキン
グをしよう」「１日１回は汗をかこう」「地域のみんなでスポーツを楽しもう」な
どをあげています。

　毎年１万人以上の女性が乳がん

で亡くなっています。

　乳がんは自分で調べることがで

きる数少ないがんのひとつです。

しかも、早く発見すれば、ほとん

どが治ります。検診受診とあわせ

て、必要な知識を心得て実行しま

しょう。

・胸をはり、背筋を伸ばし、目線は少し前方にしましょう

・肩の力を抜き、腕は前後に大きく振りましょう

・つま先でしっかりけり、かかとから着きましょう

健康メモ “みんな元気に”

・最初は楽に歩ける距離や時間から始めましょう

・ウォーキングの前後にストレッチしましょう

・お茶など水分補給をしっかりしましょう

・かかとや土踏まずの部分がしっかりして、つま先に少し余裕があるもの

・足底部分が曲がり、クッション性が高く吸収性に優れているもの

　県が定めた「ふるさと健康のみち」が市内に９コースあります。自然や歴史
にふれあいながら、健やかに楽しく歩いてみませんか。

１１月２６日（水）

場　所 高瀬町農村環境改善センター

※詳しくは市のホームページを
　ご覧ください。

３階大ホール

「Mayu 　　　　　　　」

観覧料 無料

－ココロの星－

受付　午後２時３０分
上映　午後３時～５時

介護予防レンジャー登場！！介護予防レンジャー登場！！介護予防レンジャー登場！！介護予防レンジャー登場！！

問い合わせ　地域包括支援センター（介護保険課内）☎７３－３０１７

▲

　早くから介護予防に関心をもち、市全体で健康長寿を目指すため、この

度、三豊市地域包括支援センターに登場した強い味方です。これからは、

いろいろな健康づくりのイベントや教室、市のホームページなどに登場し

ますので、どうぞよろしくお願いします。

ウォーキングのこつ

ウォーキングをするときの注意事項

シューズの選び方

ウォーキングを

始めませんか？

健 康 課 か ら

上映会の開催

～もし21歳で乳がんになったら～

映 画 まゆ

歯みがくんジャー

色々食べるんジャー

頭使うんジャー

人と話すんジャー

体鍛えるんジャー
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特定公共賃貸市営住宅の入居者募集 世帯月額所得　２０万円～６０万１千円　の人に限ります

　人はみな人権を有しています。それぞれが個人として人権を尊重されなければなりません。しかし、残念ながら
女性に対する人権侵害が依然として発生しており、大きな社会問題となっています。男女差別やセクシャル・ハラ
スメント、夫やパートナーなどからの暴力等による悩みをもった女性が気軽に相談できる専用の電話相談窓口、そ
れが『女性の人権ホットライン』です。
　同ホットラインの全国一斉強化週間として、高松法務局および香川県人権擁護委員連合会において、女性をめぐ
るさまざまな人権問題に積極的に対処するため臨時電話を増設し、下記のとおり電話相談を受け付けますのでご利
用ください。なお秘密は厳守されます。

全国一斉『女性の人権ホットライン』電話相談強化週間

期　　間 １１月１７日(月)～２３日(日)

時　　間 午前８時３０分～午後７時（ただし、土・日曜日は午前１０時～午後５時）

電話番号 『女性の人権ホットライン』　☎０５７０－０７０－８１０

相 談 員 男女共同参画社会推進委員をはじめとする人権擁護委員、高松法務局職員

　配偶者からの暴力、ストーカー行為、セクシャル・ハラスメント、売買春等、ひとりで悩まず相談しましょう。
相談は無料で、秘密は固く守ります。

「女性に対する暴力をなくす運動」期間（１１月１２日～２５日）

相談先は ●県子ども女性相談センター（配偶者暴力相談支援センター）
　☎０８７－８３５－３２１１　月～土曜日（年末年始、祝日は休み）午前９時～午後９時
　来所相談可能（要予約）月～金曜日（年末年始、祝日は休み）午前８時３０分～午後５時１５分

●三豊市福祉事務所　女性相談（子育て支援課内）
　☎７３－３６６５　月～金曜日（年末年始、祝日は休み）午前８時３０分～午後５時

●県警察総合相談センター
　☎＃９１１０（全国共通短縮ダイヤル）または　☎０８７－８３１－０１１０
　三豊警察署 　☎７２－０１１０　　緊急の場合は１１０番へ

●かがわ男女共同参画相談プラザ
　☎０８７－８３２－３１９８　月～金曜日（年末年始、祝日は休み）午前８時３０分～午後５時

募集団地 団地名　　宮尾団地（財田町財田中）
構　造　　４ＬＤＫ（耐火構造２階建）
戸　数　　１戸
使用料　　４８,０００円（月額）

必要書類 ①　申込書（住宅課または各支所事業課・高瀬事業課にあります）
②　住民票（本人および同居しようとする親族全員、続柄が記載されたもの）
③　所得課税証明書（１５歳以上で学生を除く全員）
④　納税証明書（１５歳以上で学生を除く全員）

申込期間 　入居希望者は、１１月４日（火）から１８日（火）の午前８時３０分から午後５時（土、日曜日は除く）
までに、必要書類を持って住宅課または各支所事業課・高瀬事業課までお申し込みください。
なお、申し込み期間以外の受付はしません。

入居の決定方法 抽選により決定します。 入居予定時期 １２月上旬

問い合わせ　住宅課　☎６２－１１３１▼

申し込みができる人

①　市内に住所または勤務場所を有する人
②　同居の親族か、同居しようとする親族がいる人
　　（婚姻の届け出はしていなくても、事実上婚姻
　　関係と同じ事情にある人や婚約者を含む）
③　現に住宅に困窮していることが明らかな人

（以下の条件をすべて備えている人）

④　市町村税等を滞納していない人
⑤　世帯の月額所得が基準の範囲内であること
⑥　申込者または同居親族が暴力団員（「暴力団員
　 による不当な行為の防止等に関する法律」第２条
　　第６号に規定する暴力団員をいう）でないこと
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Q
『裁判員制度』

問い合わせ　高松地方裁判所総務課　☎０８７－８５１－１５３７▼

どのような人が
裁判員に選ばれるのですか？

　　　・・・
同和をかたる 悪徳商法にご注意ください

同和をかたる悪徳商法とは

　不当な要求には「それはできません」「必
要ありません」と断ってすぐ切ることが肝
要です。相手のペースに巻き込まれないよ
うにしましょう！

同和をかたる悪徳商法排除についてのご相談は

　「同和問題はこわい問題であり、避けたほうがいい」という人々の誤っ
た意識につけ込み、「同和」団体名をかたり、高額図書等の購入を強要し

たり、各自治体に公共事業を請け負った企業を確認、同時に仕事の斡旋を

要求してくる。そして、請負業者には「自治体から紹介してもらった」と

言って仕事を要求してくるなどの行為が県内でおきています。（国はこれ
らの行為を「えせ同和行為」と呼んでいます。）
　これらは「同和」「人権」等を冠した、実態があるかどうかも不明の団体名をかたって行われることが多いのですが、
実在する運動団体と関係があるかのような言い方をしてくることもあります。
　いずれにしても、同和問題解決のために真摯に取り組んでいる運動団体とは全く関係ありません。
　このような行為に対して、安易に応じることが行為自体をはびこらせるだけでなく、同和問題の解決を妨げることに
なります。大切なことは、日ごろから同和問題についての正しい知識と認識を身につけ、誤った意識をとりはらうこと
が重要です。

いりません！！

電話による上記のような
　　　　　　　強要があった場合は

　●高松法務局観音寺支局
　　　　☎２５－４５２８
　●県総務部人権・同和政策課
　　　　☎０８７－８３２－３２０２
　●人権課
　　　　☎７３－３００８

　●警察総合相談センター
　　　　☎０８７－８３１－０１１０
　　　　または　♯９１１０

悪徳商法排除については 訪問販売などについては

悪質な場合は

　●県西讃県民センター
　　　　☎２５－５１３５
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三豊市文化講演会 文化祭

大　坊　市

平成２１年三豊市成人式 秋の収穫祭

七宝山トンネルで行く　曽保みかん狩りと
こ き り こ

「古木里庫」のレトロな空間ウォーク

日　　時

集合場所

１２月６日（土）

日　　時 １１月２２日（土）～２５日（火）

場　　所 本門寺境内（ＪＲみの駅から徒歩３分）

２２日（土）～２５日（火）

コ ー ス 約１５ｋｍ（約５時間５０分）

参 加 費 ５００円（保険料込み）

申し込み １２月３日（水）まで

ＪＲ予讃線比地大駅

午前９時５０分

午前９時ごろ～午後７時ごろ

１０：００～１６：００
三野町物産品テント村（本門寺境内）

２３日（日）
９：００～１７：００
囲碁大会（社会福祉センター）
１０：００～１５：００
この本もったいない市（文化センター）
①１０：３０～　②１３：３０～
バルーンショー（本門寺境内）
１３：００～１６：００
讃岐源之丞公演（インパルみの）

※駐車場はありませんので、ＪＲ等公共交通機関
　をご利用ください。

場　　所

日　　時 １１月３０日（日）

場　　所 マリンウェーブ　

演　　題 「人生、何が起こるかわからない」

マリンウェーブ

対 象 者 昭和６３年４月２日～
　　　　平成元年４月１日に生まれた人

・市内に住所を有する新成人対象者には、１１月中旬

　にハガキでご案内します。

・市外在住の対象者は、生涯学習課にご連絡くださ

　い。案内のハガキを送付します。

日　　時 平成２１年１月１１日（日）
開式：午後２時（受付：午後１時３０分～）

午後３時～４時３０分

日　　時 １１月２２日（土）

場　　所

場　　所 マリンウェーブ

場　　所

福投げ

たからだの里さいた物産館周辺

１０：３０、１５：３０

もちつき ９：００、１１：００、１４：００

うどん打ち体験 ９：００、１３：００

収穫体験 受付１２：３０～

作品展示

日　　時 １１月３０日（日）

芸能発表

財田の特産「富有柿」１組１,０００円
　　　　　「みかん」１組３,０００円

１組１,０００円

日　　時 １１月１５日（土）
午前９時～午後６時（イベントは午後４時まで）

午前９時～午後５時

１１月２３日（日）
午前９時～午後３時

午前９時３０分～午後３時

ＪＲ比地大駅⇒七宝山トンネル⇒出口公園⇒
みかん狩り体験⇒古木里庫⇒履脱八幡神社⇒
町並み・蔦島展望農道⇒吉津峠⇒ＪＲ高瀬駅

申し込み・問い合わせ　商工観光課　☎６２－１１２９▼

申し込み・問い合わせ　生涯学習課　☎６２－１１１３▼

問い合わせ　生涯学習課　☎６２－１１１３▼

問い合わせ　三豊市文化協会事務局（生涯学習課内）
　　　　　　☎６２－１１１３

▼

問い合わせ　たからだの里物産館　☎６７－３８８３
　　　　　　財田支所事業課　　　☎６７－０１０４

▼

問い合わせ （財）三野町観光協会　☎７３－３１２２▼

先着５０組

先着３０組

午前・午後 各１０組

講　師　ジャガー横田氏

プロフィール
・元女子プロレスWWWA

　世界チャンピオン

三豊市文化協会の皆さんの力作・熱演をご覧ください。

・２００４年７月医師でリング

　ドクター木下博勝氏と結婚

・不妊治療を乗り越え４５歳

　で一子を出産

山本町農村環境改善センター山本町農村環境改善センター

ご近所お誘いあって、
　　聴きにきてください

要予約駅から駅から

新スポ
ット

三豊市文化協会
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三豊市国際交流協会から

（財）三豊市国際交流協会 ☎７２－１１９２ http://web.sun-age.or.jp/mitoyo/index.html

シリーズ
なんなん？食育No.２９

かぼちゃのチーズ焼き

材料：4人分

※当日のメニューより

作り方

三野町学校給食センター

①　かぼちゃは厚さ３ミリくらいのくし形に切る。

②　たまねぎはみじん切り、ベーコンは２センチ幅に切る。

③　①②にサラダ油・塩・こしょうを混ぜ合わせる。

④　アルミカップに③を入れ上にとけるチーズをのせる。

⑤　かぼちゃがやわらかくなるまでオーブンで焼く。

１／４個

２０ｇ

小１個

少々

少々

６０ｇ

４枚

かぼちゃ

ベーコン

たまねぎ

サラダ油

塩・こしょう

とけるチーズ

アルミカップ

・
・
・
・
・
・
・

給食参観・試食会
　学校と家庭との連携活動として、幼稚園・小学

校では学校給食試食会を実施しています。今まで

実施されていなかった三野津中学校でも、１年生

の保護者が集まる行事の日に合わせて、給食参

観・試食会を実施しました。保護者の皆さんに

は、生徒の配膳や食べる様子を見てもらったり、

運搬や配膳と懐かしい給食を体験してもらったり

しました。

　試食会はたいへん好評で｢学校給食の様子が見ら

れて大変興味深かったです｣「子どもが大好きなメ

ニューだった

ので家庭でも

作ってみたい

と思いまし

た」などの感

想がよせられ

ました。

　市内の中学生１３人と引率者３人が、８月２５日から２７日まで韓国ソウル市内に

ある汝矣島（よいど）中学校を訪問しました。中学生は、初めての飛行機と海外旅行

で、みんなドキドキワクワクしながら仁川国際空港に到着しました。訪問先の汝矣

島中学校は高瀬中学校の姉妹校で、１５年間ホームステイで交流を深めてきました。

　１日目は、ホームステイで韓国家庭の生活や食文化などを体験しました。ジェス

チャーと笑顔で積極的にコミュニケーションをとりながら両国の中学生同士の友情

を深めました。

　２日目は、韓国の英語や数学の授業に参加して日本とは違った感じの授業の進め方や活気あふれるクラスの雰囲気に目を

輝かせていました。体験授業では、韓国伝統の太鼓の「チャンゴ」を習い、４種の伝統楽器を用いた「サムルノリ」の演奏

を体験することができました。生徒は「太鼓の打ち方が日本とは違うけれど楽しかったです」と感想を述べていました。

　交流会のあいさつでは、三豊市中学生代表が、流ちょうな韓国語であいさつをしたことに驚いた汝矣島中学生の生徒から

大きな拍手が起こった一方、汝矣島中学生が、日本語を話せる生徒の多かったことにびっくりしました。

　また、滞在中には、統一展望台や昌徳宮（チャンドックン）、

国立博物館、若者に人気のあるナンタショーやロッテワールドを

見学し韓国の文化に触れることができました。

　２泊３日という短い日程でしたが、中学生一人ひとりにとって

も充実した研修となりました。「もっと韓国語を覚えて、また来

たいです」という新たな夢を抱いて帰りの飛行機に乗り込んだ中

学生たちは、出発した時より大きく成長していたように見えま

す。中学生１３人のこの夏休みの貴重な体験が、これからの人生

と国際交流に大いに役立つことを期待しています。

平成20年度三豊市中学生海外派遣研修事業・韓国コース

三豊市中学生訪問団　～１３人の親善大使～三豊市中学生訪問団　～１３人の親善大使～三豊市中学生訪問団　～１３人の親善大使～三豊市中学生訪問団　～１３人の親善大使～
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平成２１年度幼稚園入園児・保育所入所児募集
幼 稚 園

保 育 所

入園対象児

入園の条件 市内に住所がある幼児

３　歳　児

４　歳　児

５　歳　児

平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生

平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生

平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

※豊中幼稚園、大浜幼稚園、箱浦幼稚園は、３歳・４歳・５歳児が対象となります。

受 付 期 間 １１月４日（火）～１８日（火）（土・日曜日を除く）午前８時３０分～午後５時

預かり保育 ４歳・５歳児で、幼稚園の教育時間終了後の時間に、家庭の状況などにより保育が困難な家庭の幼児が

対象です。希望者は、「預かり保育申込書」「就労証明書」などを提出してください。

申 し 込 み 申し込み用紙を各幼稚園長に提出してください。

入所の条件

保育所一覧

市内に住所がある乳幼児で、保護者および同居親族のいずれもが勤務しているなど、家庭で十分保育でき

ないと認められる場合です。

申 し 込 み 入所申込書を希望する保育所または子育て支援課に提出してください。

受 付 期 間 １１月４日（火）～１８日（火）（土・日曜日を除く）午前８時３０分～午後５時

※年度途中の入所を希望している人も、この期間内にお申し込みください。

※入所申込書等は、各保育所または各支所市民サービス課、子育て支援課にあります。

ただし、場合により入所できないこともあります。

・申し込み用紙は、各幼稚園または学校教育課にあります。

・引き続き保育を受ける園児も入園申し込み（預かり保育申込書）が必要です。

入所対象児 ０　歳　児

１　歳　児

２　歳　児

３　歳　児

４　歳　児

５　歳　児

入所時に生後8カ月を経過した子ども

平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生

平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生

平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生

平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生

平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

１２０人

４５人

９０人

９０人

１２０人

９０人

１２０人

７０人

９０人

４５人

高瀬町新名７９７－１

高瀬町下麻６５３－２

山本町財田西５２５－１

三野町大見甲３８４１－１

豊中町本山甲２２５６－１

詫間町松崎２７８０－４４５

詫間町詫間２０２４－２

詫間町詫間５７９８

仁尾町仁尾丁６３６－１

財田町財田上１４１７

７２－５９８６

７４－６２３２

６３－３０１９

７２－５３４３

６２－２０１０

８３－２１１５

８３－２１４３

８３－３０３７

８２－３２９２

６７－２１６０

０歳～５歳

０歳～３歳

０歳～５歳

０歳～５歳

０歳～２歳

０歳～５歳

０歳～５歳

１歳～５歳

０歳～５歳

０歳～３歳

問い合わせ　学校教育課　☎６２－１１３９

▲

問い合わせ　子育て支援課　☎７３－３０１６

▲

保育所名 所　在　地 電話番号 対象年齢 定　員

高瀬中央保育所

高瀬南部保育所

山 本 保 育 所

三 野 保 育 所

豊 中 保 育 所

松 崎 保 育 所

詫 間 保 育 所

須 田 保 育 所

仁 尾 保 育 所

財 田 保 育 所



相談事例１

生　活

辞典豆
健康食品に関わるトラブル

健康食品に関する詐欺に注意しましょう

　ちょっと体調を崩している時に、業者から電話があり「血
液がサラサラになる」「ガンがよくなる」「病気がよくな
る」「便秘がなおる」「体質改善できる」といった効果を話
され健康食品を勧められました。また、まとめて購入すると
割安になるとか、継続して２年は飲んだほうがいいと言われ
たため２年分の契約をしました。しかし、高額なので解約し
たいのですが。

相談事例２

　新聞広告に掲載されていた病気が治ったという健康食品の
体験談を読んで、自分も治ると思ったので購入契約をしまし
た。しかし、よく考えてみると高額な商品なので解約をお願
いしたいと思います。

アドバイス

　「健康食品」は医薬品ではありません。あくまでも

食品です。「血液がサラサラになる」「ガンがよくな

る」「便秘がなおる」「体質改善できる」など、医薬

品的な効果をうたうことは薬事法違反です。勧誘の

際、説明をよく聞きましょう。

　また、広告に載っているのはあくまでも個人の体験

談です。惑わされないようにしましょう。

　思わず契約をしてしまっても、契約書面を受け取っ

てから８日以内なら、クーリングオフで解約すること

ができます。契約するときには、本当に必要かどうか

考える、そして金額を確かめる等、いま一度考えまし

ょう。

あなた
は大丈夫！？あなた
は大丈夫！？

▲

問い合わせ 西讃県民センター（三豊合同庁舎内）☎２５－５１３５　※受付時間　午前８時３０分～午後５時
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お 知
ら
せ

◆
日　

時
　

　
１２
月
７
日（
日
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

◆
場　

所
　
　
　
　

　
観
音
寺
中
央
高
等
学
校
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
物
実
習
室

◆
内　

容
　
　
　

「
お
せ
ち
料
理
」

◆
講　

師

　
石
川
　
弘
氏
　

◆
募
集
人
員
　
　
　

　
２５
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
　
　

　
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

◆
募
集
開
始
　
　
　

　
１１
月
１０
日（
月
）〜

◆
持
参
物
　
　
　
　

　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
　

　
港
湾
課

　
☎
８３
・
８
８
０
６

◆
日　

時

　
１１
月
２３
日（
日
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

◆
場　

所

　
豊
中
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◆
内　

容

・
演
題

「
食
と
健
康
　
台
所
か
ら
始
め
る
男

　
女
共
同
参
画
」

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
豊
中
コ
ー
ル
リ
ー
ベ
の
合
唱

◆
講　

師
　

　
川
添
　
節
江
氏

（
明
善
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
豊
中
町
女
性
会
議
（
企
画
課
内
）

　
☎
７３
・
３
０
１
０

◆
日　

時

　
１１
月
６
日（
木
）

【
午
前
の
部
】

　
午
前
１０
時
〜
正
午

『
お
は
な
し
の
原
点
を
考
え
る
〜

　
　
　
　
　
　
　
語
っ
て
み
よ
う
』

【
午
後
の
部
】
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

『
お
は
な
し
会
の
実
際
〜

　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
い
ろ
い
ろ
』

◆
場　

所

　
豊
中
町
芙
蓉
文
化
の
里
館
音
楽
室

◆
講　

師

　
山
本
　
真
基
子
氏

　
（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
）

◆
対　

象

　
図
書
館
職
員
・
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
お
よ
び
一
般
の
人

◆
定　

員
�

　
７０
人

◆
受
講
料�

　
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
豊
中
町
図
書
館
　

☎
６２
・
６
４
３
０

　
詫
間
町
図
書
館
　

☎
８３
・
６
８
２
８

　
仁
尾
町
図
書
館
　

☎
５６
・
９
５
６
５

◆
日　

時

　
１１
月
１９
日（
水
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午

◆
場　

所
　

　
三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容
　

・
影
絵
の
実
演
と
音
楽
療
法

・
影
絵
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
対　

象
　

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費
　

　
無
料

◆
申
し
込
み
期
限
　

　
１１
月
１４
日（
金
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
三
野
町
公
民
館
　

　
☎
７３
・
３
１
１
４

お
魚
料
理
教
室

健
康
講
演
会

三
豊
市
お
は
な
し
会
研
修
講
座

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

影
絵
講
座

歌
っ
て
楽
し
む
影
絵
の
世
界
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こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

　
　
　
　
　
考
え
る
研
修
会

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
共
に
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
を
め
ざ
し

て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

◆
日　

時

　
１１
月
２８
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
三
豊
合
同
庁
舎
　
３
階
会
議
室

◆
内　

容

　
当
事
者
や
家
族
の
体
験
発
表

◆
対　

象

　
精
神
障
害
者
支
援
に
関
心
の
あ
る

　
人
な
ど

◆
費　

用

　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

【
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
】

健
康
学
習

◆
日　

時

　
１１
月
１４
日（
金
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

◆
テ
ー
マ

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
が
気
に
な
る
人
の

　
た
め
の
健
康
講
座（
２
）
』

　
〜
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
、

　
　
　
し
っ
か
り
か
ん
で

　
　
　
　
　
　
『
肥
満
予
防
』
〜

【
腎
臓
病
教
室
】

◆
日　

時

　
１１
月
２０
日（
木
）

　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時

◆
テ
ー
マ

・
腎
臓
に
や
さ
し
い
食
事
①

・
腎
不
全
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

【
夜
間
糖
尿
病
教
室
】

◆
日　

時

　
１１
月
１３
日（
木
）

　
午
後
６
時
〜
７
時
３０
分

◆
テ
ー
マ
　

・
糖
尿
病
の
薬
と
正
し
い
飲
み
方
　

・
イ
ン
ス
リ
ン
Ｑ
＆
Ａ

※
毎
回
血
糖
、
尿
糖
、
体
脂
肪
の
測

定
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
１０

分
前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
〉

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
総
合
病
院

　
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
５２
・
３
３
６
６

　
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
の
作

品
表
彰
式
と
、
「
夜
回
り
先
生
・
水

谷
修
氏
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　
１２
月
７
日（
日
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◆
場　

所

　
豊
中
中
学
校
体
育
館

◆
演　

題

「
今
、
子
ど
も
た
ち
は
！！
」

　
〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
〜

◆
対　

象

　
興
味
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
青
少
年
健
全
育
成

　
　
市
民
会
議
事
務
局

　
☎
６２
・
１
１
１
５

◆
日　

時

　
１１
月
１２
日（
水
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
三
豊
合
同
庁
舎
内
　
３
階
研
修
室

◆
内　

容

　
学
習
会
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

（
学
習
会
は
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の

　
体
験
談
を
聞
き
ま
す
）

◆
対
象
者

・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

　
家
族

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

◆
費　

用

　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

相
　

談

相
　

談

三
豊
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

１１
月
の
健
康
教
室

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

第
４
回
ひ
き
こ
も
り
の
親
の
集
い
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フルーツ王国みとよの「旬はなぁ～に？」

キウイフルーツ

　キウイフルーツはビタミンやミネラルを豊富に含み、近

年注目を集めている健康果実。三豊市では１０月から１１月

にかけて主力品種「ヘイワード」や香川県オリジナル品種

「香緑」「さぬきゴールド」などが収穫されます。

　キウイフルーツの豊かな香りとさわやかな甘さは食後の

お口直しに最適です。

　三豊の晩秋の味をお楽しみください。

　三豊産のあま～いキウイフル

ーツは１１月上旬に市内産直市に

お目見え！！
フルーツ王国みとよキャラクター

『キウイねこ』

問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

キ
ウ

イ
フ
ルー
ツの品種や栄養

情

報
を

三

豊
市
ホー
ムページで

紹

介

消防だより

　一人ひとりが火災予防の知識を持ち、それを実践
することにより火災の発生を防止し、死傷事故や財
産の損失を防ぎましょう。

三観広域北消防署

☎７２－２１１９消防だより消防だより

秋 季 全 国 火 災 予 防 運 動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・

　
　
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ア
２
０
０
８

　
　
　
　
　
　
in
さ
か
い
で

小
学
生
の
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
展
示
の
お
知
ら
せ

　
県
看
護
協
会
職
員
に
よ
る
、
無
料

求
人
お
よ
び
求
職
相
談
で
す
。

◆
日　

時

　
１１
月
２０
日（
木
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◆
場　

所

　
三
豊
合
同
庁
舎
　
第
１
会
議
室

◆
対　

象

　
就
職
先
を
探
し
て
い
る
看
護
職
、

　
看
護
職
員
を
雇
用
し
た
い
と
考
え

　
て
い
る
施
設

◆
費　

用

　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７（
８
６
４
）９
０
７
５

　
１１
月
の
「
労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
労
働

時
間
の
適
正
把
握
、
過
重
労
働
、
賃

金
不
払
残
業
に
関
す
る
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。

◆
日　

時

　
１１
月
２２
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
電
話
相
談

　
　
０
１
２
０（
８
９
７
）７
１
３

　
　
　
　
　
（
は
や
く
な
く
そ
う
、
長
い
残
業
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　
☎
０
８
７（
８
１
１
）８
９
１
８

　
財
田
町
公
民
館
図
書
室
で
は
、
資

料
特
別
整
理
の
た
め
次
の
期
間
を
休

館
し
ま
す
。

◆
休
館
日
　

　
１１
月
１２
日（
水
）〜
１９
日（
水
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
財
田
町
公
民
館
図
書
室

　
☎
６７
・
０
１
０
８

◆
日　

時
　

　
１１
月
９
日（
日
）　

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

◆
場　

所
　

　
坂
出
サ
テ
ィ
５
階
サ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
　

　
無
料

◆
催
し
物

・
ワ
ク
ワ
ク
じ
ん
け
ん
教
室

・
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

・
お
も
し
ろ
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

・
じ
ん
け
ん
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

・
そ
の
他

　
絵
画
展
、
パ
ネ
ル
展
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
、
車
い
す
体
験
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　
人
権
課

　
☎
７３
・
３
０
０
８

◆
日　

時

　
１１
月
１６
日（
日
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル

◆
出
品
物

・
会
員
の
持
ち
寄
り
品

・
手
作
り
品

・
地
域
特
産
品
（
か
ま
ぼ
こ
・
漬
物

　
・
野
菜
・
工
芸
品
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺

　
☎
６７
・
２
０
２
３

　
三
観
広
域
消
防
本
部
が
、
三
豊
市
内

の
小
学
生
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
２５
校
・
１,
０
６
４

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か

ら
選
考
さ
れ
た
優
秀
作
品
を
秋
季
火
災

予
防
期
間
中
展
示
し
ま
す
。

◆
日　

時

　
１１
月
９
日（
日
）〜
１５
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場　

所

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

◆
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

　
☎
７３
・
３
０
０
０

１１月９日（日）～１５日（土）

○寝タバコは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離して使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

３つの習慣

○住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類など防炎製品を使用する。
○消火器などを設置する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

４つの対策

住宅防火いのちを守る習慣・対策

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

財
田
町
公
民
館
図
書
室

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺

第
16
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
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マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

健康相談

（木）

（水）

（金）

（月）

（火）

（水）

（火）

６日

１２日

１４日

１７日

１８日

１９日

２５日

詫間福祉センター

山本町保健センター

豊中町保健センター

三野町保健センター

仁尾町福祉会館

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

高瀬町農村環境改善センター

９:３０～１１:００

日　程 時　間 場　所

健康課　☎７３－３０１４

乳幼児健診

４カ月児健診 １８日

２５日

５日

１２日

６日

１３日

２０日

２７日

（火）

（火）

（水）

（水）

（木）

（木）

（木）

（木）

豊中

三野

三野

豊中

豊中

三野

豊中

三野

（平成２０年７月生まれ）

１０カ月児健診
１３:３０～

　　１３:５０

（平成２０年１月生まれ）

１歳６カ月児健診
（平成１９年４月生まれ）

３歳児健診
（平成１７年４月生まれ）

子育て支援課　☎７３－３０１６

対　象 日程 ※場所受付時間

高齢者総合相談

（月）

（火）

（木）

（金）

（水）

（木）

（水）

１０日

１１日

１３日

１４日

１９日

２０日

２６日

仁尾庁舎

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

三豊市役所　　　

三野町保健センター

豊中庁舎

山本町保健センター

詫間福祉センター

９:３０～１１:００

日　程 時　間 場　所

地域包括支援センター　☎７３－３０１７
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

月月

保 健 相 談　
コ ー ナ ー

１１月２４日（月・祝）
午後２時　開演　

１１月２２日

日時

全席指定席　一般　　　１,０００円
　　　　　　高校生以下　５００円

料金

映画「ロボコン」
午後１時～多田羅迪夫

　（バリトン歌手）
鈴木真理子
　（ピアニスト）

出演

1
1    NOVEMBE

R

1
1    NOVEMBE

R

かがわ文化芸術祭2008　
参加公演

多田羅迪夫

歌曲リサイタル

多田羅迪夫

歌曲リサイタル

多田羅迪夫

歌曲リサイタル

健康診査結果説明会

仁尾町福祉会館
９:３０～１１:００
１３:３０～１５:００

日　程 時　間 場　所

健康課　☎７３－３０１４

（水）５日

◎県の専門相談員が応じます。
◎希望者は事前に電話で申し込んでください。

※場所　豊中…豊中町保健センター　三野…三野町保健センター

１３:００～１５:００

日　程 時　間 ※場　所

豊中２５日

子育て支援課　☎７３－３０１６児童相談

（火）

１０:００～　
　　１１:３０

福祉課　☎７３－３０１５

日　程 時　間 場　所

こころの健康相談

７日 詫間福祉センター（金）

月日

上映作品

■「浮　島」午後３時１０分～ 　■「ミリモ・センチモ」午後４時１０分～ 

さぬき映画祭２００７優秀企画映像作品

１０:００～　
　　１１:３０

福祉課　☎７３－３０１５

日　程 時　間 集　合　場　所

精神デイケア

６日

１３日

２０日

高瀬町公民館

三野町太陽の家

山本町老人ふれあいプラザ

（木）

（木）

（木）

１９日（水）

離乳食講習会 子育て支援課　☎７３－３０１６

三野

対　象 日程 ※場所受付時間

１歳児までの乳児を
持つ家族(希望者は
1週間前までに電話
でお申し込みくださ
い）　　※託児あり

前半(５～８カ月)�
１３:２０～１３:３０�

後半(９～１２カ月)�
１４:１０～１４:２０

ロボコンロボコンロボコンロボコン
ROBOT CONTEST

主
演
主
演 長澤まさみ・小栗　旬長澤まさみ・小栗　旬 Cast

伊藤淳史

塚本高史

Cast

伊藤淳史

塚本高史

土

２００８

映画祭
さぬき

（※全席自由席　未就学児童は無料）

無料

前　売 ７００円
当 日 １,０００円

出演：長澤まさみ・小栗　旬・伊藤淳史・塚本高史　他



税務課からのお知らせ
１１月は、

の納付月です。

口座振替日 および 納期限

１２月１日（月）

問い合わせ 税務課　☎７３－３００６

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 3 2 7
6 9 , 4 8 7 人

人男

女

3 2 , 9 8 0
3 6 , 5 0 7

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただ

きました。厚くお礼申し上げます。（敬称略・受付順）

三豊市の人口 平成２０年１０月１日現在

比地小学校へ

高瀬町白井　美惠

豊中町図書館へ

豊中町齊藤　常夫

社会福祉協議会へ

高瀬町

詫間町

財田町

高瀬町

三野町

詫間町

財田町

高瀬町

三野町

三野町

小野　忠　

岸本　章敬

白川　豊子

綾　　清一

森　　　登

三宅　豊子

谷川　昌克

篠原　昌宏

島田　政輝

植松登喜夫

１３:００～１５:００

１０:００～１５:００

１３:００～１５:００

１０:００～１５:００

１３:００～１５:００

１０:００～１５:００

１３:００～１６:００

１０:００～１５:００

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

日　程 時　間 場　所日　程 医療機関名 電話番号市町名

日　程 医療機関名 電話番号市町名

行政相談休日当番医

休日当番医 歯科

（火）
みずた内科医院

石川医院

山地外科医院

かもだ内科クリニック

嶋田内科医院

中央クリニック

藤田脳神経外科医院

渡辺ハートクリニック内科

森クリニック

羽崎病院

そがわ医院

高室医院

西香川病院

香川井下病院

よしだ歯科クリニック

しつかわ歯科医院

豊永歯科クリニック

篠丸歯科医院

ウキタ歯科医院

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

（月）

（日）

２日

３日

９日

１６日

２３日

２４日

３０日

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

２日

９日

１６日

２３日

３０日

詫間町

観音寺市

三野町

観音寺市

三野町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

三野町

観音寺市

豊中町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

観音寺市

詫間町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

２５－８７７３

８３－６４８０

２５－９６６４

７２－３７８８

２３－３１２３

８３－７２１８

５４－５５１１

７２－２５７７

２３－４９７６

７３－５１７８

２５－０７５５

７２－１１３５

２３－２０２２

７２－１５６７

２５－３３８２

６２－２３５７

２５－８３１１

７２－５１２１

５２－２２１５

三野町社会福祉センター

豊中町保健センター

仁尾町福祉会館

高瀬町農村環境改善センター

山本庁舎

仁尾庁舎

財田庁舎

詫間福祉センター

総務課　☎７３－３０００または各支所市民サービス課

☆納期限内に納めましょう。

（９月受付分）

国 民 健 康 保 険 税 普 通 徴 収

介 護 保 険 料 普 通 徴 収

後期高齢者医療保険料普通徴収

（第５期分）

（　 〃　 ）

（　 〃　 ）

広報2008年11月31

１９日

４日

１７日

人権課　☎７３－３００８または各支所市民サービス課人権相談

日　程 時　間 場　所

（水）

（月）

（水）

（木）

（火）

豊中町保健センター

高瀬町農村環境改善センター

詫間福祉センター

仁尾庁舎

三野町社会福祉センター

１０:００～１５:００

　５日

　１０日

１２日

２０日

２５日

１３:３０～１６:００

日　程 時　間 場　所

農事相談

（火）

（水）

（木）

（金）

高瀬町公民館

山本庁舎

三野庁舎

豊中町農村環境改善センター

農業委員会　☎６２－１１３７

４日

５日

６日

７日

１０:００～１１:３０

日　程 時　間 場　所

職業相談

（月） 上高野文化センター

上高野文化センター　☎６２－２３７７

１７日

５日

１０日

（水）

（月）

（月）

（水）
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須田保育所「お茶をどうぞ！」

高瀬町図書館

下高瀬小学校須田保育所

「幼小交流や省エネ活動でやさしい心づくり」

問い合わせ　高瀬町図書館　☎７２－５６３１▼

第１土曜日『うたおー！つくろう！やってみよー！』 
うたと工作とおはなしの時間

第２土曜日『むかしばなしのおはなし会』
世界各国のむかしばなしの時間

第３土曜日『出前おはなし会』
｢ボランティア・げんきのき｣と楽しいおはなしの時間

第４土曜日『おはなしを聞く会』
｢ボランティア・おはなしの会たかせ｣と愉快なおはなしの時間

午前１０時３０分～

おはなしの時間を親子でまったりしてみませんか？

毎月のおはなし会

　お茶のおけいこは「よろしくおねがいします！」のあ

いさつから始まります。前日になると子どもたちは「あ

したは、おちゃのお

けいこや！」「やった

～！」と、とても楽

しみにしています。

　このお茶のおけい

こを通して「ものを

大切にする気持ちや

感謝する心を育てる

ために！」「集中力、注意力を高めるために！」「背筋は

ピ～ン！あいさつはきちんと！！」の３つの柱をもとに

子どもたちはいろいろなこと

を学んでいます。

　また、地域の人々を招いた

り、出向いたりしてのお茶会

もします。ちょっぴり緊張気

味な子どもたちの顔は、真剣

そのもの。自分で作った、世界にひとつしかないお茶わ

んを使ってのお茶の味は、きっと世界一だと思います。

「おいしいお茶になあれ！」と思いを込めてシャカシャ

カシャカ！そして「おちゃをどうぞ」「もういっぷくいか

がですか？」と丁寧なご

あいさつ。人と人との心

温まるふれあい、かかわ

りを、これからもお茶の

おけいこを通してしてい

ければと思っています。

　下高瀬小学校の伝統のひとつに幼小交流があります。

特に、１年生と４歳児、４年生と５歳児が拠点学年として

それぞれペアをつくり、１

年間を通して、生活科や総

合的な学習の時間に、季節

にあったふれあい活動を展

開しています。幼稚園児に

対して何かとお世話をする

中で、優しい心や自己有用

感が、自然とはぐくまれて

います。また、幼稚園児に

とっても上級生との人間関

係があるせいか、安心して

小学校へ入学できています。

＜下高瀬小学校は省エネ実践校です！＞

　 下高瀬小学校では、「ものや人に感謝し、大切にしよ

う」と、省エネ活動を推進しています。

い つ
・
内 容

じかん

下小もったいない憲法

１．だれも使っていない部屋の電気

　を消しましょう。

２．持ち物に名前を書いて，最後ま

　で大切に使いましょう。

３．リサイクルをしましょう。

　（ごみの分別、わりばし、アルミ缶）

４．水を大切に使いましょう。

５．好ききらいなく給食を食べましょう。

６．お家にも省エネを広げましょう。

省エネキャラクター

「エネちゃん」

　おはなし小道具（エ
プロンシアター・パネ
ルシアター・ペープサ
ートなど）の貸出をし
ています。イベントな
どにぜひ、お役立てく
ださい。

お得情報！
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